
躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー

平成31年（2019年）

4/20
第1485号

小平の地名の由来は、土地が平らであることから名付けられたとい
う話が伝わっています。しかし、市内には窪地と呼ばれる周囲より
も低くなっている土地が多くあり、人々の生活に密接に関わってい
ました。
かつての面影を残す場所、窪地が作りだした名所に立って、小平の
地形を感じてみませんか。

小平の
窪地を巡る

４月・５月の大型連休
窓口と施設の休業期間…………………７面
平成３２年成人式　実行委員を募集……８面

病気の予防や健康維持のために
25歳から39歳までの方　健康診査……５面

馬の背

平安窪の坂あじさいの小径あじさい公園
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小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民俗編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

窪地
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現在、市内の窪地の多くは舗装されて緩やかな坂道になっています。しかし、昔は
急な坂や段差として人々の生活に深く関わっていました。
ふだん気付かないような地形と小平の物語を探ります。

◆特別展　鈴木遺跡と江戸東京
鈴木遺跡発掘のきっかけとなった幕末期の水
車や、水田の跡の解説をします。また、発掘
調査で発見された江戸時代から明治時代の薬
容器や、昭和初期の納税完納賞と書かれた茶
わんなど、当時の人々の暮らしを知る貴重な
資料も展示します。
と　き　５月22日までの水曜・土曜・日曜
日、祝日　午前10時〜午後４時
※大型連休期間の開館情報は、７面をご覧く
ださい。
ところ　鈴木遺跡資料館（鈴木町１丁目487
番地１）
問合せ　文化スポーツ課☎042（346）9501

窪地から見る小平の歴史

散策しながら立ち寄ってみませんか
鈴木遺跡資料館

鈴
木
遺
跡
の
水
車
と
地
形

だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
の
足
跡

　
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち

は
、
伝
説
の
巨
人
で
、

日
本
各
地
に
さ
ま
ざ
ま

な
伝
承
が
残
っ
て
い
ま

す
。
天
神
窪
、平
安
窪
、

山
王
窪
な
ど
点
々
と
続

く
市
内
の
窪
地
は
、
だ

い
だ
ら
ぼ
っ
ち
が
富
士

山
に
向
か
っ
て
歩
い
た

足
跡
だ
と
い
う
話
が
残

っ
て
い
ま
す
（
小
平
ち

ょ
っ
と
昔
よ
り
）。こ
れ
ら
の
窪
地
は
、
畑
が
多
く

残
っ
て
い
た
昭
和
３０
年
ご
ろ
ま
で
深
さ
が
１
㍍
か

ら
５
㍍
ほ
ど
あ
り
、
道
路
が
舗
装
さ
れ
る
前
は
青

梅
街
道
か
ら
天
神
窪
を
通
る
と
き
、
坂
が
現
在
よ

り
も
急
で
、
上
る
の
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　
台
風
や
長
雨
が
続
く
秋
ご
ろ
、
こ
う
し
た
窪
地

に
は
地
面
に
し
み
込
ん
だ
水
が
湧
い
て
１
か
月
か

ら
２
か
月
は
水
が
引
か
ず
水
た
ま
り
が
残
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
平
安
窪
で
は
、
百
㍍
四
方
ほ
ど
の

大
き
な
水
た
ま
り
が
で
き
て
、
小
舟
を
使
っ
て
畑

な
ど
へ
往
来
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
窪
地
に
溜
ま
っ
た
水
の
形
が
、
大
き
な
足
跡
に

見
え
た
こ
と
か
ら
、
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
の
足
跡
だ

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
窪
地
は
都
市
化
な
ど
で
舗

装
・
整
備
さ
れ
、
今
は
ゆ
る
や
か
な
坂
道
と
し
て

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

幕
末
期
の
火
薬
製
造
水
車 

場
所
の
決
め
手
は
段
差

　
鈴
木
遺
跡
（
現
在
の
鈴
木
小
学

校
周
辺
）
は
、
石
神
井
川
の
谷
の

先
端
に
あ
り
ま
す
。　

　
江
戸
時
代
、
こ
こ
に
は
小
麦
な

ど
を
ひ
く
巨
大
な
水
車
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
水
車
は
、
江
戸
時
代

末
期
の
黒
船
来
航
後
、
国
防
の
た

め
お
台
場
に
設
置
さ
れ
た
大
砲
用

の
火
薬
を
作
る
水
車
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
火
薬
は
、
木
炭
、
硫
黄
、
硝
石

を
ひ
い
て
混
ぜ
た
黒
色
火
薬
で

す
。
火
薬
の
原
料
は
硬
く
、
強
力

な
水
車
の
力
、
水
輪
を
回
す
水
の

力
が
必
要
で
し
た
。

　
鈴
木
遺
跡
の
場
所
は
、
玉
川
上

水
か
ら
の
水
、
巨
大
な
水
輪
を
回

す
た
め
の
水
を
落
と
す
段
差
、
落

ち
た
水
を
流
す
石
神
井
川
の
か
つ

て
の
水
源
部
が
近
く
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
地
形
の
お
か
げ
で
約
６

㍍
６０
㌢
㍍
と
、
建
物
三
階
建
て
ほ

ど
の
巨
大
な
水
輪
が
回
る
水
車
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
火
薬
製
造

水
車
は
わ
ず
か
１０
か
月

ほ
ど
で
爆
発
し
、「
危

な
い
か
ら
止
め
て
ほ
し

い
」
と
言
う
周
辺
の
農

家
か
ら
の
訴
え
で
、
も

と
の
粉
ひ
き
水
車
に
戻

り
ま
し
た
。

水
車
と
水
路
の
位
置

　
水
車
は
、
現
在
の
鈴
木
小
学
校

校
舎
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
水

は
、
鈴
木
新
田
北
側
田
用
水
（
現

在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
）
か
ら
引

き
、
新
小
金
井
街
道
側
の
鈴
木
小

学
校
校
舎
付
近
に
落
と
し
て
い
ま

し
た
。
落
ち
た
水
は
小
学
校
体
育

館
の
南
側
を
通
り
、
小
金
井
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
内
の
石
神
井
川
ま

で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

新小金井街道沿い、鈴木小学校の向かいにあります 水路があった鈴木遺跡保存区

②現在の平安窪

湧き出た野水は冷たく、澄んでとてもきれいに見えたそ
うです。
「湖のように水がたまり、かもが優雅に泳いでいる光景
は美しく、今でもその景色を忘れられない」と当時を思
い出す方もいます。

①昭和32年　平安窪の出水
小平市立図書館所蔵
飯山達雄氏寄贈

鈴木小学校校舎（右の建物）と
新小金井街道（左の壁上）の段差
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鈴木新田北側田用水路から水車用の水路を分岐して、水車
に流していました（鈴木遺跡Ⅲを参考に作成）
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美
し
さ
の
秘
密
は
盛
り
土
に
あ
り

　
あ
じ
さ
い
公
園
が
あ
る
場
所
は
、

天
神
窪
の
西
端
。
公
園
の
中
央
が
天

然
の
窪
地
で
、北
に
狭
山・境
緑
道
、

南
と
西
は
小
川
用
水
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
緑
道
や
水
路
は
、
平
ら
な
土

地
か
ら
天
神
窪
を
通
過
す
る
た
め
に

盛
り
土
を
し
て
、
道
を
平
地
と
同
じ

高
さ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
ま

し
た
。

　
窪
地
を
囲
む
よ
う
に
作
ら
れ
た
盛

り
土
に
よ
っ
て
で
き
た
空
間
が
、
公

園
に
な
り
ま
し
た
。
土
地
の
高
低
差

に
よ
り
公
園
全
体
が
き
れ
い
に
見

え
、
用
水
路
の
流
れ
と
と
も
に
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

湧
き
出
る
小
川
用
水

　
あ
じ
さ
い
公
園
南
東
側
、
回
田
道

に
面
し
た
地
点
に
、
小
川
用
水
の
水

が
地
下
か
ら
湧
い
て
い
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
場
所
に
は
、
小
川
用
水
が
天

神
窪
を
抜
け
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た

知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
小
川
用
水
は
、
青
梅
街
道
の
天
神

町
交
差
点
付
近
か
ら
北
へ
向
か
い
、

地
下
水
路
と
な
っ
て
あ
じ
さ
い
公
園

南
東
で
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
伏
せ
越
し
と
い
う
工
法
で
土
地

の
高
低
差
に
よ
る
自
然
の
水
圧
を
利

用
し
た
仕
組
み
で
す
。

昔
の
小
川
用
水
と
回
田
道

　
回
田
道
の
拡
幅
工
事
に
よ
っ
て
地

下
化
さ
れ
た
小
川
用
水
。
工
事
以
前

は
、
窪
地
を
通
る
用
水
路
部
分
を
盛

り
土
し
て
、
水
を
通
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
築つ

き

樋ど
い

と
い
い
、
あ
じ
さ

い
公
園
南
側
の
水
路
が
周
り
の
土
地

よ
り
高
い
場
所
に
あ
る
の
は
、
こ
の

築
樋
の
名
残
り
で
す
。

　
公
園
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
あ
じ
さ
い
。
見
学
者
で
に
ぎ
わ
う
あ
じ
さ
い
公
園

は
、
小
川
用
水
が
公
園
を
囲
む
よ
う
に
流
れ
、
美
し
い
景
色
が
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
の
美
し
い
景
色
は
、
地
形
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
あ
じ
さ

い
公
園
の
景
色
を
作
っ
た
小
川
用
水
と
窪
地
の
関
係
に
迫
り
ま
す
。

窪地によってできた高低差。この差のおかげで見
える景色が変わり、美しい名所を作りました。
こうした窪地と景色の関係を、まちあるきガイド
と一緒にひも解いていきます。

窪地が生んだ

小平の名所

まちあるきガイドが解説

あ
じ
さ
い
公
園
の
景
色
の
秘
密

多摩湖（狭山市）から境浄水場（武蔵野市）
までの水道管を布設した道路を緑化したの
が、狭山・境緑道です。
水道管を通すために、地面が低い窪地に盛り
土をして地面のかさ上げをしています。
この緑道は、歩いていて土地の高低差がわか
りやすく見えるため、窪地巡りにうってつけ
の道です。

窪地を通るために盛り土をして用水路を通し
ています。回田道の小川用水のかつての姿が
想像できます。

学生時代は地理学を専攻し、中学校の社
会科教諭を経てまちあるきガイドをして
いる。地域資源発掘のため、市内の文化
財や地域資源を調べ、わかりやすく伝え
る活動をしている。

こだいら観光まちづくり協会
　　まちめぐり担当　石川純さん
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小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民族編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

小平市と西東京市の境をまたぎ、石神井川の
上を通る道。この石神井川の谷の先端部分に
鈴木遺跡があります。
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駅

国分寺駅

小
金
井
用
水

貫
井
橋

小
金
井
橋

武蔵小金井駅 東
小
金
井
駅

橋
場

０ １ ２ｋｍ

ぐみ窪

たかの街道

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

鈴木街道

府
中
街
道

西
武
多
摩
湖
線

あ
か
し
あ
通
り

西
武
国
分
寺
線

け
や
き
通
り

立川
通

新小平駅

小川駅

八坂駅

萩山駅

青梅街道駅

狭山・境緑道

一橋学園駅
鷹の台駅

小平駅

花小金井駅
平安窪山王窪

窪地、氾濫低地

段丘崖、小崖

河川・玉川上水

用水路

小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民族編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

鈴木用水

田無用
水

野中用水

東京街道
大沼田用水

新青梅街道

天神窪

排水路跡

小川用水

大沼田用水

落合川

石神井川
馬の背

関野用水

鈴木小学校

野川

国分寺用水

喜平橋

久右衛門橋

九道の辻

さいかち窪

出水
川

五日市街道
砂川用水

玉川上水

上宿小川
用水

青梅橋
青梅街道

野火
止用
水

空堀川

清
願
院
橋

小
平
監
視
所

戸
倉
用
水

国
立
駅

西
国
分
寺
駅

国分寺駅

小
金
井
用
水

貫
井
橋

小
金
井
橋

武蔵小金井駅 東
小
金
井
駅

橋
場

０ １ ２ｋｍ

ぐみ窪

たかの街道

新
小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

鈴木街道

府
中
街
道

西
武
多
摩
湖
線

あ
か
し
あ

通
り

西
武
国
分
寺
線

け
や
き
通
り

立川
通

新小平駅

小川駅

八坂駅

萩山駅

青梅街道駅

一橋学園駅
鷹の台駅

小平駅

花小金井駅
平安窪山王窪

窪地、氾濫低地

段丘崖、小崖

河川・玉川上水

用水路

小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民族編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

あじさいの小径
青梅街道 回田道

天神窪

公園の池も、小川用水の水が使われています

あじさい公園

回
田
道

狭山・境緑道

小川用水

盛り土

窪地にたまった
水の排水路跡

湧き水 あじさいの小径

鈴木用水

野中用水

東京街道
大沼田用水

新青梅街道

地下化

回田道

あじさい公園小
川
用
水

大沼田用水

鈴木小学校

国分寺用水

喜平橋

久右衛門橋

九道の辻

さいかち窪

出水
川

五日市街道
砂川用水

玉川上水

上宿小川
用水

青
梅
街
道

野火
止用
水

空堀川

戸
倉
用
水

貫
井
橋

小
金
井
橋

ぐみ窪

たかの街道

新
小
金
井
街
道

鈴木街道

府
中
街
道

西
武
多
摩
湖
線

あ
か
し
あ
通
り

西
武
国
分
寺
線

け
や
き
通
り

立川
通

新小平駅

小川駅

八坂駅

萩山駅

青梅街道駅

一橋学園駅
鷹の台駅

花小金井駅
平安窪山王窪

窪地、氾濫低地

段丘崖、小崖

河川・玉川上水

小平の窪地

小平の歴史を拓く　第六
号、小平市史　地理・考
古・民族編を参考に地図
を作成
※用水路は、消失、地下
化の場所も含みます。

回田道の歩道の地下を水路が通っている。
歩道を歩いていてもわずかな傾斜にしか感
じないが、湧き出る水の勢いから地下から
地上に上がってくる水の力を感じる。

こだいらまち巡りガイド
まちあるきガイドが解説をしながら歩きます。ふだん歩い
ている道を、歴史や地理など違った視点で学びませんか。
◆玉川上水・野火止用水に沿って
市内西部の小川地区の玉川上水、小川寺、神明宮、野火止
用水など、歴史や自然を楽しみながら約５㌔㍍を歩きます。
と　き　５月18日（土）　荒天中止
集　合　午前９時30分　西武線・多摩モノレール玉川上
水駅改札
※解散は午後１時ごろ、西武線東大和市駅。
費　用　500円
◆緑深い狭山・境緑道と糧うどん
萩山駅から緑道に沿ってあじさい公園、花街道花壇など
花、樹木を楽しみ、小平ふるさと村では糧うどんを味わい
約４㌔㍍を歩きます。
と　き　６月15日（土）　荒天中止

まち歩きを楽しく
こだいら観光まちづくり協会
こだいら観光まちづくり協会には、情報冊子の小平にこな
いかや、ガーデンマップなど、まちあるきを楽しくする情
報が多くあります。散策ついでに立ち寄ってみませんか。
ところ　学園東町１−17−９
H検索　ふらっとなび　こだいらにこないか
問合せ　観光まちづくり協会☎042（312）3954、
Ainfo＠kodaira-tourism.com 集　合　午前９時30分　西武線萩山駅改札口

※解散は午後１時ごろ、西武線花小金井駅
費　用　1,000円（うどん代含む）

−共　通−
定　員　各15人
申込み　電話または電子メールで希望コース、住所、氏
名、電話番号をこだいら観光まちづくり協会へ（先着順）

この緑道からあじさい
公園をきれいに眺める
ことができるのは、盛
り土の高低
差のおかげ
です

解説します
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◇防災行政無線の内容は専用ダイヤル　☎042（341）0793　　防災・防犯緊急メールマガジンでもお知らせします

人　口 193,588人 （51人増）
 男　95,228人 （49人減）
 女　98,360人 （100人増）
世帯数 91,646世帯 （193世帯増）

人口と世帯数
平成31年4月1日現在
かっこ内は前月比

夜
間
納
税
窓
口

4
月
25
日（
木
）に
開
設

　

日
中
に
市
税
の
納
付
や
納
税
相
談

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
25
日
（
木
）　

午
後

５
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収
納
課
（
入

口
は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
窓
口
で
は
、
納
税
証
明
書
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

収
納
課
☎
042
（
３
４
６
）

９
５
２
７

市

職

員

人

事

退
職
＝
３
月
31
　

日
付

※
か
っ
こ
内
は
前
職
で
す
。

〈
部
長
相
当
職
の
退
職
〉

▽
小
松
耕
輔
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
）
▽
海
上
一
彦
（
監
査
事
務
局
長
兼
事

務
局
次
長
）

〈
課
長
・
同
相
当
職
の
退
職
〉

▽
阿
部
裕
（
企
画
政
策
部
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
長
）
▽
阿
部
和
幸
（
総
務
部

契
約
検
査
課
長
）
▽
永
田
達
也
（
地
域
振

興
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）
▽
奈
良
勝
己

（
都
市
開
発
部
都
市
計
画
課
長
）
▽
湯
沢

瑞
彦
（
中
央
図
書
館
長
）

〈
課
長
補
佐
相
当
職
の
退
職
〉

▽
原
良
子
（
大
沼
保
育
園
長
）
▽
髙
橋
典

子（
津
田
保
育
園
長
）▽
髙
杉
久
仁
子（
仲

町
保
育
園
長
）
▽
大
村
治
道
（
中
央
公
民

館
長
補
佐
兼
事
業
担
当
係
長
）

派
遣
期
間
の
終
了
＝
３
月
31
　

日
付

▽
出
町
桜
一
郎
（
教
育
部
教
育
指
導
担
当

部
長
兼
指
導
課
長　

東
京
都
か
ら
派
遣
）

異
動
・
昇
任
＝
４
月
１
日
付

〈
部
長
相
当
職
の
異
動
〉

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

石
川
進
司

〈
部
長
・
同
相
当
職
へ
の
昇
任
〉

▽
子
ど
も
家
庭
部
長　

伊
藤
祐
子
▽
監
査

事
務
局
長
兼
事
務
局
次
長　

橋
本
隆
寛

〈
課
長
・
同
相
当
職
の
異
動
〉

▽
企
画
政
策
部
総
合
計
画
担
当
課
長　

佐

藤
恵
美
▽
総
務
部
契
約
検
査
課
長　

細
谷

毅
▽
総
務
部
検
査
担
当
課
長　

後

信
章

▽
地
域
振
興
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

島

田
秀
幸
▽
地
域
振
興
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当
課
長　

三
井
慎
二
郎
▽
健
康
福
祉
部
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
担
当
課
長　

滝
澤
徳
一

▽
健
康
福
祉
部
参
事
〔
小
平
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
派
遣
延
長
〕　

島
田
義
之
▽
環

境
部
環
境
政
策
課
長　

田
中
博
晶
▽
都
市

開
発
部
公
共
交
通
課
長　

照
井
幸
枝
▽
都

市
開
発
部
施
設
整
備
課
長　

石
川
順
一
▽

教
育
部
学
務
課
長　

安
部
幸
一
郎
▽
中
央

公
民
館
長　

坂
本
伸
之
▽
中
央
図
書
館
長

　

利
光
良
平

〈
課
長
・
同
相
当
職
へ
の
昇
任
〉

▽
企
画
政
策
部
財
政
課
長　

尾
崎
正
宏
▽

企
画
政
策
部
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

長　

濵
本
一
孝
▽
市
民
部
市
民
課
長　

山

本
清
隆
▽
子
ど
も
家
庭
部
家
庭
支
援
担
当

課
長　

栁
瀬
一
之
▽
環
境
部
下
水
道
課
長

　

萩
原
学
▽
環
境
部
参
事
〔
小
平
・
村
山
・

大
和
衛
生
組
合
へ
派
遣
〕　

田
野
倉
勇
▽

都
市
開
発
部
都
市
計
画
課
長　

星
野
賢
二

〈
課
長
補
佐
・
同
相
当
職
の
異
動
〉

▽
議
会
事
務
局
次
長
補
佐
兼
議
会
改
革
推

進
担
当
係
長　

本
橋
義
浩
▽
企
画
政
策
部

行
政
経
営
課
長
補
佐
兼
行
財
政
改
革
担
当

係
長　

小
栁
壮
太
▽
総
務
部
地
域
安
全
課

長
補
佐
兼
地
域
安
全
担
当
係
長　

水
野
隆

▽
東
部
出
張
所
長　

鬼
澤
晋
一
郎
▽
大
沼

保
育
園
長　

島
根
慶
子
▽
津
田
保
育
園
長

　

小
島
み
ゆ
き
▽
健
康
福
祉
部
保
険
年
金

課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
担
当
係
長　

河
野
由
里
子
▽
健
康
福
祉
部
副
参
事
〔
小

平
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
〕　

藤
田

將
史
▽
環
境
部
資
源
循
環
課
長
補
佐
兼
管

理
担
当
係
長　

市
川
正
巳
▽
環
境
部
副
参

事
〔
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
へ
派

遣
〕　

三
野
正
彦
▽
教
育
部
指
導
課
長
補

佐
兼
管
理
担
当
係
長　

岡
村
由
美
子
▽
教

育
部
地
域
学
習
支
援
課
長
補
佐
兼
事
業
推

進
担
当
係
長　

野
口
文
男

〈
課
長
補
佐
・
同
相
当
職
へ
の
昇
任
〉

▽
企
画
政
策
部
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
担

当
係
長　

髙
木
秋
宗
▽
企
画
政
策
部
情
報

申
込
み　

当
日
、
午
後
１
時
40
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

教
育
総
務
課
☎
042
（
３
４
６
）

９
５
６
８

□
公
民
館
運
営
審
議
会

と　

き　

５
月
21
日
（
火
）　

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
会
議
室

定　

員　

５
人

申
込
み　

当
日
、
午
後
１
時
50
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042
（
３
４
１
）

０
８
６
１

□
子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会

と　

き　

５
月
22
日
（
水
）　

午
後
３
時

30
分
か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　

員　

10
人

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
☎
042
（
３
４

６
）
９
８
２
１

□
介
護
保
険
運
営
協
議
会

と　

き　

５
月
23
日
（
木
）　

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２
階

　

第
三
・
第
四
会
議
室

定　

員　

10
人

申
込
み　

当
日
、午
後
１
時
50
分
か
ら
、会

場
で
受
付（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
☎
042
（
３
４

６
）
９
８
２
３

平
成
31
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

平
成
31
年
度
の
保
険
料
率
は
前
年
度
と

同
じ
で
す
（
表
１
）。
７
月
に
発
送
す
る

保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
納
付
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
の
方

で
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
、

平
成
29
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
仮
に
計

算
し
た
額
で
す
。

□
保
険
料
軽
減
の
見
直
し

　

保
険
料
の
軽
減
割
合
・
基
準
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
（
表
２
）。

※
被
扶
養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の

受
給
者
、
無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不

明
な
場
合
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
で
、
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市

役
所
２
階
）、東
部
・
西
部
出
張
所
、動
く
市

役
所
で
、住
民
税
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
☎
042
（
３
４
６
）

９
５
３
８

利
用
費
を
補
助

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
利
用
費
を

対
象
者
に
補
助
し
ま
す
。

対　

象　

①
30
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

※
１
年
度
１
回
の
み
。

補
助
金
額　

▽
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド

ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
…
１
万
円

▽
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
を
両
方
と
も

受
診
…
２
万
円
（
同
時
申
請
の
み
）

※
表
１
・
表
２
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
の
検
査

項
目
が
含
ま
れ
る
場
合
に
補
助
し
ま
す
。

※
受
診
料
金
が
補
助
金
額
に
満
た
な
い
場

合
は
、
受
診
相
当
額
ま
で
補
助
し
ま
す
。

持
ち
物　

保
険
証
、
印
鑑
、
振
込
口
座
が

わ
か
る
も
の
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
領
収
書
の
写
し
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
結
果
の
写
し

申
込
み　

受
診
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

に
、
①
は
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担

当
へ
、
②
は
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
へ

※
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
申
請
で
き

ま
せ
ん
。納
付
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
東
部
・
西
部
出
張
所
で
も
申
請
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
担

当
☎
042
（
３
４
６
）
９
５
２
９
、
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
☎
042（
３
４
６
）９
５
３
８

職
種
ほ
か　

左
表
の
と
お
り

※
勤
務
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

採
用
申
込
書
（
縦
４
㌢
㍍
×

横
３
㌢
㍍
の
写
真
を
貼
っ
た
も
の
）、
受

験
票
、
返
信
用
封
筒
（
本
人
の
宛
先
を
記

載
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）　

※
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
資
格
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
が
必
要
で
す
。

募
集
要
項
・
申
込
書
の
配
布　

５
月
17
日

（
金
）
ま
で
、職
員
課
（
市
役
所
３
階
）、

東
部
・
西
部
出
張
所
で
配
布

※
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み　

５
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
、
提

出
書
類
を
問
合
せ
先
へ
持
参

※
平
成
28
年
度
に
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
平
成
30
年
度
で
嘱
託
職
員
と
し
て

３
年
度
目
を
迎
え
て
勤
務
し
て
い
る
方

は
、
左
表
の
４
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

職
員
課
☎
042
（
３
４
６
）
９
５

１
４

職
種

採
用
予

定
人
数

主
な
勤
務
内
容

応
募
資
格

1

朝
・
夕
保
育
福

祉
員

2
人

小
川
保
育
園
で
の
保
育
業
務
（
夕
方

の
み
）

小
川
西
保
育
園
で
の
保
育
業
務
（
夕

方
の
み
）

週
6
日
以
内
（
交
代
勤
務
）

昭
和
34
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方

2

保
育
園
保
育
士

嘱
託
職
員
（
半

日
）

1
人

仲
町
保
育
園
で
の
保
育
業
務
（
午
前

中
の
み
）

週
6
日
勤
務

保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
方

3

施
設
整
備
課
建

築
技
術
嘱
託
職

員

1
人

建
築
ま
た
は
建
築
設
備
に
関
す
る
設

計
業
務
、
工
事
監
理
業
務
な
ど
（
Ａ

ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
用
す
る
業
務
が

含
ま
れ
ま
す
。）

週
4
日
勤
務

一
級
も
し
く
は
二
級
建

築
士
の
資
格
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
実
務
経
験

が
5
年
以
上
あ
る
方

4

保
育
員

1
人

大
沼
保
育
園
で
の
保
育
（
兼
調
理
）

週
2
・
3
日
勤
務

表 1　人間ドック
区分 検査項目

身体計測 身長、体重、腹囲、ＢＭＩ

血圧 収縮期血圧、拡張期血圧

血中脂質検査
中性脂肪、ＨＤＬ-コレス
テロール、ＬＤＬ-コレス
テロール

肝機能検査 ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ-ＧＴＰ

血糖検査 空腹時血糖、ヘモグロビン
Ａ 1ｃ

尿検査 尿糖、尿蛋白

※血糖検査はいずれかの検査項目の実施で
可とします。

表 2　脳ドック
区　分 検査項目

頭部検査 頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ

表 1　平成31年度の保険料率

※平成30年中の総所得金額などの合計から基礎控除額33万円を引いた額で
す。

均等割額

被保険者
1人あたり
43,300円

年間保険料額

保険料額については
100円未満切り捨て
（限度額62万円）

所得割額

賦課の
もととなる
所得金額※

×
8.80％

＋ ＝

同じ世帯の被保険者全員と世帯主の総所得金額等を合計した額をもとに均等
割額を軽減します。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合 軽減後の
均等割額

33万円以下
被保険者全員の年金収入が80万円以下
で、かつ、その他の所得がない場合 8割※ 8,660円

上記以外 8.5割 6,495円

33万円＋（28万円×被保険者数）以下 5割 21,650円

33万円＋（51万円×被保険者数）以下 2割 34,640円

※介護保険料軽減の拡充や年金生活者支援給付金の支給と合わせて見直され
ます。
　会社の健康保険などの被扶養者だった方は、資格取得から 2年を経過する
月まで 5割減に変わりました。

表 2　均等割額の軽減

政
策
課
長
補
佐
兼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
策
担
当
係
長

　

藤
井
洋
▽
企
画
政
策
部
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
課
長
補
佐
兼
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
担
当
係
長　

戸
部
陽
介
▽
総
務
部
総
務

課
長
補
佐
兼
総
務
担
当
係
長　

梅
田
真
吾

▽
市
民
部
税
務
課
長
補
佐
兼
家
屋
・
償
却

資
産
担
当
係
長　

諸
岡
庸
介
▽
地
域
振
興

部
市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課
長
補
佐

兼
男
女
共
同
参
画
担
当
係
長　

村
田
美
紀

▽
小
川
保
育
園
長　

児
玉
志
佳
▽
小
川
西

保
育
園
長　

松
田
由
巳
▽
仲
町
保
育
園
長

　

白
倉
め
ぐ
み
▽
健
康
福
祉
部
健
康
推
進

課
長
補
佐
兼
保
健
指
導
担
当
係
長　

永
田

幹
子
▽
環
境
部
水
と
緑
と
公
園
課
長
補
佐

兼
用
水
担
当
係
長　

山
下
和
哉
▽
都
市
開

発
部
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
開
発
指
導
担

当
係
長　

吉
田
将
人
▽
中
央
公
民
館
長
補

佐
兼
事
業
担
当
係
長　

佐
藤
崇

派
遣
受
入
れ
＝
４
月
１
日
付

▽
教
育
部
教
育
指
導
担
当
部
長
兼
指
導
課

長　

国
冨
尊
▽
企
画
政
策
部
多
摩
北
部
都

市
広
域
行
政
圏
担
当
課
長　

畠
山
栄
▽
企

画
政
策
部
政
策
課
長
補
佐
兼
政
策
担
当
係

長　

森
下
喜
紹

問
合
せ　

職
員
課
☎
042
（
３
４
６
）
９
５

１
４審

議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

　

そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。

□
図
書
館
協
議
会

と　

き　

５
月
９
日
（
木
）　

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

定　

員　

10
人

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
（
３
４
５
）

１
２
４
６

□
教
育
委
員
会
定
例
会

と　

き　

５
月
16
日
（
木
）　

午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　

員　

20
人

平
成
31
年

７
月
採
用

嘱
託
職
員

嘱
託
職
員
をを
募
集
募
集
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日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 9時～午後 5時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
1－19－12
（健康センター内）

042（346）3706
（左記診療時間内）準夜応急診療 月曜～日曜日

（年中無休）
午後 7時30分～10時30分
（受付は10時15分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号
4 月21日（日） 河 野 歯 科 医 院 学園西町 2－13－29 042（345）5622
4 月28日（日） 小 林 歯 科 医 院 たかの台39－ 2 042（345）5245
4 月29日（月・祝） 佐 藤 歯 科 医 院 学園東町 1－ 3－12 042（345）6648
4 月30日（火） 小 池 歯 科 医 院 津田町 2－ 2－ 3　アークハイツ101 042（349）7211
5 月 1 日（水・祝）影 山 歯 科 医 院 花小金井 4－13－11　センチュリープラザ103 042（467）8241
5 月 2 日（木） 宇 梶 歯 科 医 院 本 院 花小金井 1－ 3－28 042（461）5256
5 月 3 日（金・祝）ひ ろ 歯 科 医 院 小川西町 4－24－ 7 042（341）9388
5 月 4 日（土・祝）米 満 歯 科 医 院 花小金井 1－20－ 1 042（469）6480
5 月 5 日（日・祝）か し わ ぎ 歯 科 医 院 小川町 1－101－39 042（341）1184
5 月 6 日（月・振休） 三 木 歯 科 医 院 上水南町 2－ 4－32 042（326）4970
※車でお越しの際は、必ずお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）

東京消防庁救急相談
センター

＃7119（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
042（521）2323（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・24時間

小平消防署
病院・診療所案内 042（341）0119 救急医療機関の案内・24時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） 03（5272）0303 診療中の医療機関の案内・24時間

東京都による救急診療などの相談・案内

乳幼児の教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　健康センター　〒187－0043　学園東町一丁目19番12号　☎042（346）3701

日　程 対　象 持ち物 申込みほか

た ん ぽ ぽ 広 場
（ 親 と 子 の
健 康 相 談 ）

5 月10日（金）
受付…午前 9時30分
～10時30分
 東部市民センター

生後 4か月～ 4歳
未満の乳幼児と保
護者

たんぽぽカード、
母子健康手帳（発
育の確認をしたい
方）

当日、会場へ
※身長計測は100cm
まで。
保育士による手遊び
はありません。

乳 幼 児 健 診
Ｂ Ｃ Ｇ 接 種

3 ～ 4 か月児・ 1歳 6か月児・ 3歳児健康診査、 5歳児歯科健診、ＢＣＧ集団予防
接種などの案内は個別に送付しています。転入の方など届いていない場合や受けて
いない場合はお問い合わせください。

※車での来場はご遠慮ください。

成人健康教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　健康センター　〒187－0043　学園東町一丁目19番12号　☎042（346）3701

と　き 内容・持ち物 定員・申込み

健康づくり相談
（ 保 健 師・
管 理 栄 養 士 ）

5 月21日（火）
午前の指定する時間

内容…健康診断や人間ドック
の結果を基にした、主に生活
習慣病予防に関する個別相談
持ち物…直近の健診や人間ド
ックの結果、参加カード（お
持ちの方）

定員… 4人
事前に問合せ先へ（先着順）

※会場は健康センター、対象は市内在住の方です。車での来場はご遠慮ください。

25
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

健

康

診

査

病
気
の
予
防
や

健
康
維
持
の
た
め
に

と　

き　

７
月
１
日
（
月
）
〜
平
成
32
年

２
月
29
日
（
土
）

と
こ
ろ　

指
定
医
療
機
関

対　

象　

市
内
在
住
で
25
歳
〜
39
歳
（
昭

和
55
年
４
月
１
日
〜
平
成
７
年
３
月
31
日

生
ま
れ
）
の
方

内　

容　

診
察
、身
体
計
測
、血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
尿
検
査

申
込
み　

４
月
22
日
（
月
）
か
ら
平
成
32

年
２
月
14
日（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、

は
が
き
に
必
要
事
項
（
右
下
図
参
照
）
を

記
入
の
う
え
、問
合
せ
先
へ（
電
話
不
可
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部
・
西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
ま

た
は
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養

成

講

座

家
族
介
護
教
室

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
や

そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。
講
座

で
は
、
認
知
症
を
初
め
て
学
ぶ
方
向
け

に
、接
し
方
な
ど
基
本
知
識
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

５
月
23
日
（
木
）　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
川
ホ

ー
ム
食
堂

定　

員　

30
人

申
込
み　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
小
川

ホ
ー
ム
へ
（
先
着
順
）
☎
042
（
３
４
７
）

６
０
３
３

目
か
ら
鍛
え
る

認
知
症
予
防
講
座

　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
目
・
脳
・
手
足
を
動
か

し
活
性
化
さ
せ
、
認
知
症
予
防
を
目
指
し

ま
す
。

と　

き　

５
月
14
日
〜
７
月
２
日
の
火
曜

日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
５
月
14

日
、
７
月
２
日
は
正
午
ま
で
）　

全
８
回

と
こ
ろ　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

対　

象　

市
内
在
住
で
認
知
症
の
診
断
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

定　

員　

30
人

申
込
み　

４
月
22
日
（
月
）
か
ら
、
高
齢

者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
042（
３
４
６
）

９
５
３
９

い
き
い
き
介
護
予
防
講
座

　

実
践
的
な
介
護
予
防
を
学
ぶ
講
座
で

す
。

と　

き　

５
月
16
日
〜
６
月
27
日
の
木
曜

日
（
６
月
20
日
を
除
く
）　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分　

全
６
回

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
第
１
集
会
室

対　

象　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

定　

員　

30
人

内　

容　

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
・
栄

養
・
口
く
う
に
つ
い
て
の
講
話
と
実
技

持
ち
物　

水
分
補
給
飲
料
、
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
へ
（
先
着
順
）

☎
042
（
３
４
６
）
９
５
３
９

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

　

地
域
で
介
護
予
防
の
活
動
を
す
る
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た

の
力
を
地
域
の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

６
月
４
日
〜
７
月
23
日
の
火
曜

日　

午
前
10
時
〜
正
午　

全
８
回

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
第
１
集
会
室

対　

象　

市
内
在
住
で
、
介
護
予
防
の
普

及
啓
発
に
意
欲
が
あ
り
、
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

定　

員　

20
人

内　

容　

介
護
予
防
の
講
話
や
実
技
、
地

域
で
の
活
動
方
法
ほ
か

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

５
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
☎
042
（
３
４

６
）
９
５
３
９

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
に

手
話
通
訳
者
を
配
置

　

市
で
は
、
情
報
の
伝
達
に
手
話
を
必
要

と
す
る
方
の
た
め
に
、
手
話
通
訳
者
を
配

置
し
ま
す
。

と　

き　

第
１
・
第
３
火
曜
日　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
☎
042
（
３
４

６
）
９
５
４
０
、
V 

042
（
３
４
６
）
９
５

４
１ 乳

が
ん
検
診

□
30
　

歳
以
上
40
　

歳
未
満
（
昭
和
55
　

年
４
月

１
日
〜
平
成
２
年
３
月
31
　

日
生
ま
れ
）
の

市
内
在
住
の
女
性

と　

き　

６
月
１
日
（
土
）
〜
平
成
32
年

２
月
29
日
（
土
）

と
こ
ろ　

市
内
指
定
医
療
機
関

内　

容　

問
診
、
視
診
、
触
診

申
込
み　

４
月
22
日（
月
）か
ら
平
成
32
年

１
月
31
日（
金
）ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、

は
が
き
に
必
要
事
項
（
右
下
図
参
照
）
を

記
入
の
う
え
、問
合
せ
先
へ（
電
話
不
可
）

□
40
　

歳
以
上
（
昭
和
55
　

年
３
月
31
　

日
以
前

生
ま
れ
）
の
市
内
在
住
の
女
性

と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

費　

用　

１
千
円
（
生
活
保
護
受
給
者
は

受
診
時
に
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
医
療

動
く
市
役
所
に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
ま

た
は
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま

す
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
紙
面
欄
外

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ

ス
）。

※
検
診
票
は
５
月
下
旬
以
降
に
発
送
す
る

予
定
で
す
。
検
診
票
が
届
い
た
ら
、
予
約

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
187
―
０
０

４
３　

学
園
東
町
一
丁
目
19
番
12
号
）
☎

042
（
３
４
６
）
３
７
０
０

こ
だ
健
体
操
教
室

　

こ
だ
健
体
操
は
、
足
・
腰
の
筋
力
強
化

と
、
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
向
上
を
目
的

と
し
た
体
操
で
す
。

と　

き　

５
月
17
日
（
金
）　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分　

１
時
30
分
受
付

と
こ
ろ　

小
川
西
町
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
の
方

内　

容　

こ
だ
健
体
操
・
こ
だ
健
イ
ス
体

操
、
握
力
測
定

持
ち
物　

参
加
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、

飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

※
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

□
骨
量
測
定

　

こ
だ
健
体
操
教
室
に
参
加
す
る
方
で
、

希
望
者
に
は
骨
量
の
測
定
を
し
ま
す
。

※
教
室
の
受
付
後
、
ま
た
は
教
室
終
了
後

に
測
定
し
ま
す
。
は
だ
し
に
な
れ
る
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

20
人

申
込
み　

４
月
22
日
（
月
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
042

（
３
４
６
）
３
７
０
１

向
、
50
歳
以
上
の
方
は
一
方
向
の
撮
影
。

申
込
み　

４
月
22
日
（
月
）
か
ら
30
日

（
火
）
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
は
が
き

に
必
要
事
項（
右
図
参
照
）を
記
入
の
う

え
、
問
合
せ
先
へ（
電
話
不
可
、先
着
順
）

―
―
共　

通
―
―

受
診
で
き
な
い
方　

▽
精
密
検
査
を
受
け

て
治
療
中
ま
た
は
経
過
観
察
中
で
あ
る

▽
申
込
み
後
に
市
外
に
転
出
し
た

▽
胸
部
外
傷
で
治
療
中
で
あ
る

▽
妊
娠
中
・
授
乳
中
で
あ
る

▽
豊
胸
手
術
を
受
け
た

▽
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
脳
内
チ
ュ
ー
ブ
を

装
着
し
て
い
る

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部
・
西
部
出
張
所
、

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま

す
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
紙
面
欄
外

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ

ス
）。

※
受
診
に
必
要
な
書
類
は
６
月
下
旬
か
ら

順
次
発
送
す
る
予
定
で
す
。

※
40
歳
以
上
で
４
月
１
日
以
前
か
ら
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
に

は
、
６
月
下
旬
に
受
診
に
必
要
な
書
類
を

発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
187
―
０
０

４
３　

学
園
東
町
一
丁
目
19
番
12
号
）
☎

042
（
３
４
６
）
３
７
０
０

機
関
に
提
出
す
れ
ば
無
料
）

※
平
成
30
年
度
に
小
平
市
の
乳
が
ん
検
診

で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
Ｘ
線
検

査
）
を
受
診
し
た
方
は
申
し
込
め
ま
せ
ん

（
国
の
指
針
で
受
診
は
２
年
に
１
回
）。

内　

容　

問
診
、
視
診
、
触
診
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査

※
国
の
指
針
で
、
40
歳
代
の
方
は
二
方

25歳～39歳の
健康診査申込み
1．住所（〒187－　　）
　　小平市
２．氏名（ふりがな）
３．性別　男・女
４．生年月日
　　昭和・平成
　　年　月　日（　　歳）
５．電話番号

乳がん検診申込み
1．氏名（ふりがな）
2．住所（〒187－　　）
　　小平市
３．電話番号
４．生年月日
　　大正・昭和・平成
　　年　月　日（満　歳）
５．希望の医療機関名
※40歳以上の方のみ必ず記入
してください。
　第１希望
　第２希望
　第３希望

乳がん検診会場（40歳以上の方）
検診医療機関 定　員

複十字病院（清瀬市） 400人

一橋病院（小平市） 1,300人

桜町病院（小金井市） 450人

公立昭和病院（小平市） 250人

小金井つるかめクリニック（小金井市） 3,000人
※一橋病院はマンモグラフィ撮影後、別の日の木曜日に視
触診をします。
　桜町病院は火曜・水曜・金曜日の午後のみ検診します。
　公立昭和病院は木曜日の午後のみ検診します。
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住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修

ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修

補
助
金
を
増
額

　

平
成
31
年
度
か
ら
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
・
改
修
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
善
費
用

の
補
助
金
額
を
増
額
し
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ

る
直
接
死
の
う
ち
約
８
割
が
倒
壊
家
屋
に

よ
る
窒
息
死
・
圧
死
で
し
た
。
ま
た
、
昨

年
６
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地
震
で

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
り
深
刻
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
家
の

安
全
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
を
補
助

対　

象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
指
定
の
診
断
機

関
に
よ
る
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　

診
断
費
用
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
（
限
度
８
万
円
）

□
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
用
を
補
助

対　

象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐
震
基
準
を
満

た
す
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の

補
助
金
額　

改
修
費
用
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
額
（
限
度
百
万
円
）

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
改
善
費
用
の
補
助

対　

象　

▽
撤
去
…
道
路
に
面
し
て
い

て
、
高
さ
が
１
㍍
以
上
で
あ
り
、
倒
壊
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
撤
去

▽
改
修
…
撤
去
後
に
、
倒
壊
の
防
止
に
十

分
配
慮
し
た
安
全
な
塀
な
ど
の
築
造

補
助
金
額　

▽
撤
去
…
経
費
の
９
割
以
内

（
１
㍍
当
た
り
１
万
２
千
円
、
限
度
24
万

円
）

▽
改
修
…
経
費
と
１
㍍
当
た
り
３
万
円
を

比
較
し
、
少
な
い
額
の
５
割
以
内
（
限
度

30
万
円
）

※
補
助
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
☎
042
（
３
４
６
）

９
８
５
１

生

け

垣

で

緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

市
で
は
、
生
け
垣
造
り
の
費
用
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

敷
地
の
周
囲
に
新
た
に
造
る
生

け
垣
で
、
高
さ
０
・
８
㍍
以
上
、
総
延
長

２
㍍
以
上
の
も
の
（
道
路
に
接
す
る
部
分

は
、
幅
員
が
４
㍍
以
上
で
あ
る
こ
と
）

補
助
金
額　

▽
生
け
垣
造
成
補
助
…
造
成

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
１
万
４
千

円
、
１
件
当
た
り
28
万
円
が
限
度
）

▽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
補
助
…
撤
去

費
の
９
割
以
内
（
１
㍍
当
た
り
６
千
円
、

１
件
当
た
り
12
万
円
が
限
度
）

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
書
類　

申
請
書
、現
況
写
真
２
枚（
方

向
の
異
な
る
も
の
）、
造
成
費
見
積
書
の

写
し

申
込
み　

工
事
の
着
手
前
に
、
申
請
書
類

を
水
と
緑
と
公
園
課
へ
☎
042
（
３
４
６
）

９
８
３
０

分
筆
測
量
な
ど
の

費

用

を

補

助

狭
あ
い
道
路

　

市
で
は
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
を
促
進

し
て
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
に
、
建
築
な
ど
に
よ
り
敷
地

後
退
し
た
部
分
を
市
に
寄
付
す
る
場
合
、

必
要
と
な
る
分
筆
測
量
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
（
右
図
参
照
）。

※
狭
あ
い
道
路
と
は
、
建
築
基
準
法
第
42

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
で
す
。

対　

象　

狭
あ
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
後

退
部
分
（
市
へ
寄
付
す
る
も
の
に
限
る
）

補
助
金
額　

１
件
当
た
り
20
万
円
を
限
度

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

道
路
課
☎
042
（
３
４
６
）
９
８

２
４ご

み
荒
ら
し
な
ど

ご
み
荒
ら
し
な
ど

カ
ラ
ス
の
被
害
を

カ
ラ
ス
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
に

防
ぐ
た
め
に

　

出
し
た
ご
み
が
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る

と
、
家
の
敷
地
が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
が
散
乱
す
る
と
収
集
に
支
障

が
出
て
、
収
集
時
間
が
大
幅
に
遅
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
ご
み
の

出
し
方
に
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
え
さ
と
な
る
も
の
を
出
さ
な
い

　

食
べ
残
し
や
、
賞
味
期
限
が
切
れ
た
食

べ
物
で
も
カ
ラ
ス
に
と
っ
て
は
ご
ち
そ
う

で
す
。
袋
に
残
っ
た
菓
子
の
か
す
や
、
弁

当
の
容
器
に
付
い
た
ご
は
ん
な
ど
も
狙
っ

て
い
ま
す
。
必
要
以
上
の
食
品
は
買
わ
な

い
、
買
っ
た
食
品
は
き
ち
ん
と
食
べ
切
る

な
ど
、
生
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い

生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
処
理
機
器
を
利
用
す
る

こ
と
も
効
果
的
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
生
ご
み
を
カ
ラ
ス
に
見
え
に
く
く
す
る

　

カ
ラ
ス
は
視
覚
で
え
さ
を
探
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
の
燃
や
す
ご
み
の
指
定
収

集
袋
は
、
カ
ラ
ス
の
目
か
ら
中
身
が
見
え

に
く
い
加
工
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
生
ご
み
を
新
聞
紙
な
ど
に
包
ん
で
見
え

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
防
鳥
ネ
ッ
ト

を
使
う
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

資
源
循
環
課
☎
042
（
３
４
６
）

９
５
３
５

東

京

都

全

域

入
居
者
を
募
集

都
営
住
宅

□
募
集
住
宅
（
家
族
向
・
単
身
者
向
）

▽
世
帯
向
（
一
般
募
集
住
宅
）

▽
若
年
夫
婦
・
子
育
て
世
帯
向
（
定
期
使

用
住
宅
）

▽
居
室
内
で
病
死
な
ど
が
あ
っ
た
住
宅

※
大
規
模
災
害
被
災
者
な
ど
を
対
象
に
当

せ
ん
率
の
優
遇
や
申
込
資
格
の
緩
和
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
資
格
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
募

花
株
を
無
料
で
配
布

　

小
平
駅
南
口
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
花

壇
の
植
え
替
え
に
あ
た
り
、
咲
い
て
い
る

花
株
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
残
さ
れ

た
花
の
寿
命
は
短
い
で
す
が
、
自
宅
の
彩

り
に
い
か
が
で
す
か
。

※
花
株
を
入
れ
る
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
10
日
（
金
）　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
雨
天
時
は
13
日
（
月
）
に

順
延
）

※
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
。

と
こ
ろ　

小
平
駅
南
口
花
壇

※
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

道
路
課
☎
042
（
３
４
６
）
９
８

２
４小

平
市
文
化
協
会

□
春
季
市
民
将
棋
大
会

と　

き　

４
月
28
日
（
日
）　

午
前
10
時

か
ら　

９
時
受
付

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
市
民
ホ
ー
ル

費　

用　

Ａ
級
（
３
段
位
以
上
）・
Ｂ
級

１
組
（
２
段
位
・
初
段
位
）・
Ｂ
級
２
組

（
級
位
者
）
…
１
千
５
百
円
、
Ｃ
級
（
小

学
生
）
…
１
千
円

※
い
ず
れ
も
昼
食
代
を
含
む
。

内　

容　

各
級
５
対
局
点
数
制

表　

彰　

賞
状
・
賞
品
（
各
級
３
位
ま

で
）、
４
勝
賞
、
敢
闘
賞

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

日
本
将
棋
連
盟
小
平
支
部
・
鷹

野
☎
０
９
０
（
２
３
０
３
）
７
２
４
６

ご
み
ゼ
ロ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
グ
ル
ー
プ
を
募
集

と　

き　

５
月
26
日
（
日
）　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時　

雨
天
決
行

と
こ
ろ　

市
役
所
北
側
立
体
駐
車
場

対　

象　

市
内
在
住
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

募
集
数　

53
店

▽
車
で
搬
入
す
る
グ
ル
ー
プ
…
30
店

▽
自
転
車
や
徒
歩
で
搬
入
す
る
グ
ル
ー
プ

…
23
店

申
込
み　

５
月
７
日
（
火
）
ま
で
（
消
印

有
効
）
に
、
は
が
き
に
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
出
店
申
込
み
」
と
明
記
し
、
代
表
者

の
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
参
加
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
搬
入
方
法
（
車
ま
た
は
自
転
車
、

徒
歩
）、
出
店
内
容
、
ご
み
減
量
の
ア
イ

デ
ア
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
持

参
可
、
電
話
不
可
）

※
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
５
店

を
、
優
先
し
て
当
選
と
し
ま
す
。
営
利
目

的
の
出
店
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
５
月

16
日
（
木
）
ま
で
に
当
選
者
の
み
に
参
加

要
領
を
送
付
し
ま
す
。

□
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

市
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
当
日
の
手
伝
い
が
で
き
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

資
源
循
環
課
（
〒
187
―
０
０
３

１　

小
川
東
町
５
丁
目
19
番
10
号　

リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
042
（
３
４
６
）

９
５
３
５

定

例

演

奏

会

航
空
自
衛
隊

航
空
中
央
音
楽
隊

と　

き　

６
月
７
日
（
金
）　

午
後
７
時

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料
（
要
入
場
券
）

曲　

目　

ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
ー
ジ
「
ワ
イ

ル
ド
・
グ
ー
ス
」、ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
キ
ー
「
ヒ

ム
・
ト
ゥ
・
ア
・
ブ
ル
ー
・
ア
ワ
ー
」
ほ

か出　

演　

航
空
自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊

申
込
み　

５
月
22
日（
水
）ま
で（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
希
望
人
数
（
２
人
ま
で
可
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に
申

込
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

※
申
込
み
は
、
１
人
１
枚
の
み
で
す
。

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

主　

催　

航
空
自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽

隊
、
小
平
市
文
化
振
興
財
団

問
合
せ　

航
空
中
央
音
楽
隊
定
例
演
奏
会

係
（
〒
190
―
８
５
８
５　

東
京
都
立
川
市

栄
町
１
―
２
―
10
）☎
０
４
２（
５
２
４
）

４
１
３
１
（
内
線
２
９
２
）

珠

玉

の

チ
ェ
ロ
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

新
緑
の
シ
ョ
パ
ン

□
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ

ー
ト

　

平
日
の
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
解
説

付
き
で
贈
り
ま
す
。

　

期
待
の
新
人
・
笹
沼
樹
を
迎
え
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
香
り
を
ま
と
う
新
鋭
ピ
ア
ニ
ス

ト
酒
井
有
彩
と
名
曲
を
奏
で
ま
す
。

と　

き　

５
月
22
日
（
水
）　

正
午
開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

５
百
円
（
全
席
自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　

目　

シ
ョ
パ
ン
「
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ

　

ト
短
調
」、
カ
サ
ド
「
親
愛
の
言
葉
」、

フ
ォ
ー
レ
「
夢
の
あ
と
に
」
ほ
か

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
042

（
３
４
５
）
５
１
１
１

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
地
元
割
当
都
営
住
宅
（
小
平
市
民
を
対

象
）
の
入
居
者
募
集
は
、５
月
21
日
（
火
）

か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

申
込
書
（
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
の
配
布

　

５
月
７
日
（
火
）
〜
15
日
（
水
）

▽
市
民
課（
市
役
所
１
階
）、東
部
・
西
部
出

張
所
、動
く
市
役
所
、大
沼
・
鈴
木
・
中
島

地
域
セ
ン
タ
ー
、
小
川
・
上
水
南
公
民
館

▽
都
庁
案
内
所
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

（
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
・
各
窓
口
セ

ン
タ
ー
）

※
５
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）
は
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
東
京
観

光
情
報
セ
ン
タ
ー
（
都
庁
第
一
本
庁
舎
１

階
）
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
み　

５
月
20
日（
月
）ま
で（
必
着
）

に
、
渋
谷
郵
便
局
へ
申
込
書
を
送
付

H
検
索　
Ｊ
Ｋ
Ｋ

※
配
布
期
間
中
、
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都
営
住

宅
募
集
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
（
０
１

０
）
８
１
０
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）、

申
込
み
期
間
以
外
☎
03
（
３
４
９
８
）
８

８
９
４
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

あ
す
ぴ
あ

あ
す
ぴ
あ

□
市
民
活
動
団
体
デ
ー
タ
集　

む
す
ぶ

　

市
内
の
市
民
活
動
団
体
の
活
動
内
容
や

連
絡
先
を
ま
と
め
た
情
報
冊
子
、
平
成
31

年
度
版
む
す
ぶ
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
問
合
せ
先
お
よ
び
市
民
協

働
・
男
女
参
画
推
進
課
（
市
役
所
１
階
）、

市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

東
部
・
西
部
出
張
所
、
中
央
公
民
館
で
配

布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、

地
域
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館
な
ど

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

H
検
索　

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ

□
運
営
サ
ポ
ー
ト
委
員
を
募
集

　

あ
す
ぴ
あ
の
管
理
や
運
営
に
広
く
市
民

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
運
営
サ
ポ
ー

ト
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

市
民
活
動
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

関
心
が
あ
る
方

募
集
人
数　

２
人

任　

期　

７
月
〜
平
成
32
年
３
月

※
会
議
は
年
３
回
程
度
。

申
込
み　

５
月
11
日
（
土
）
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
代
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、「
市
民
活
動
支
援

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
４
百
字
程
度
の

作
文
を
添
え
て
、
問
合
せ
先
へ
（
送
付
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

※
委
員
は
選
考
で
決
定
し
、
結
果
を
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

問
合
せ　

小
平
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
す
ぴ
あ
（
〒
187
―
０
０
３
１　

小
川
東

町
４
丁
目
２
番
１
号　

小
平
元
気
村
お
が

わ
東
２
階
）☎
042（
３
４
８
）２
１
０
４
、

V 

042（
３
４
８
）２
１
１
５
、
Ainfo@

kodaira-shiminkatsudo-ctr.jp

地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
支
援

自
治
会
・
町
会
が
主
催
す
る

□
地
域
の
底
力
発
展
事
業
助
成　

申
請
事

業
を
募
集

　

東
京
都
で
は
、
自
治
会
・
町
会
が
主
催

す
る
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

取
り
組
み
（
催
し
・
活
動
な
ど
）
を
支
援

す
る
た
め
、
事
業
の
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

対　

象　

都
内
に
所
在
す
る
自
治
会
・
町

会※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

H
検
索　

地
域
の
底
力

問
合
せ　

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活

部
地
域
活
動
推
進
課
☎
03
（
５
３
８
８
）

３
１
６
６

事

業

者

向

け

講
座
・
補
助
な
ど

□
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
セ
ミ
ナ
ー

　

外
国
人
観
光
客
の
買
い
物
の
支
払
い
対

応
や
消
費
増
税
の
経
済
対
策
と
し
て
注
目

さ
れ
る
、
現
金
を
使
わ
ず
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
で
支
払
う
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
。
そ
の
概
要
や
軽
減
税

率
対
策
、
商
店
街
支
援
施
策
を
紹
介
し
ま

す
。

と　

き　

５
月
10
日
（
金
）　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分　

１
時
30
分
開
場

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
４
階

定　

員　

50
人

主　

催　

多
摩
信
用
金
庫
、
小
平
商
工

会
、
小
平
市

申
込
み　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

産
業
振
興
課
☎
042（
３
４
６
）９

５
３
４
、
V 

042（
３
４
６
）９
５
７
５
、
A

sangyoshinko@city.kodaira.lg.jp

□
軽
減
税
率
制
度
の
対
策
を
補
助

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
税
率
８
％
と
10

％
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
を
対
象

に
、
軽
減
税
率
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
・
導
入
費
（
レ
ジ
ス
タ
ー
や
受

発
注
、
請
求
書
を
発
行
す
る
シ
ス
テ
ム
な

ど
）
を
国
が
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
１
２
０
（
３
９
８
）
１
１
１

敷地後退部分の分筆測量補助
限度額　２０万円（1件当たり）

建築基準法
第42条第2項道路（           ）
市道

伝統文化親子教室　参加者募集
s…費用　t…対象　e…持ち物　c…定員

教室名 日　程 費用・対象・定員ほか 申込み

国際交流さくら会
華道親子教室
（全10回）

5 月12日～12月22日の日曜日
（月 1・2 回）　午前10時～
11時30分
学園西町地域センター

s  7,500円（花材料）
t  小・中学生　c  20人

5 月 8 日（水）までに、国
際交流さくら会・大越へ
☎090（2223）1604

国際交流茶道
なでしこ会親子教室
（全10回）

5 月12日～12月15日の日曜日
（月 1・2 回）　午前10時～
正午
中央公民館

s  3,500円（抹茶・お菓
子代）
t  小・中学生（親子可）
c   20人　e  靴下

5月 7日（火）までに、国
際交流茶道なでしこ会・
阿 部 へ ☎・v042（383）
0905

将棋教室
（中級基本クラス）
（全 9回）

5 月26日～平成32年 1 月19日
の日曜日(月 1 回）　午後 0
時30分～ 2時
なかまちテラス

t  対局が楽しめる程度
の棋力がある小学校 5年
生～高校生
c  15人

5 月12日（日）までに、こ
だいら十四でんとうぶん
か会事務局・廣瀬へ☎
070（5374）8290、Ahana
14kodaira@gmail.com
※応募者多数の場合は抽
選し、 5月18日（土）まで
に抽選結果を全員に通
知。

将棋教室
（中級応用クラス）
（全 9回）

5 月26日～平成32年 1 月19日
の日曜日（月 1回）　午前 9
時30分～11時30分
なかまちテラス

t  中級応用クラスに見
合った棋力がある小学校
5年生～高校生
c  15人

すみれ会
いけばな教室
（全10回）

5 月18日～平成32年 1 月25日
の土曜日（月 1回）　午前10
時～正午
中央公民館

s  7,200円（花材費）
t  小・中学生　c  20人
e  筆記用具

5月15日（水）までに、い
けばなすみれ会・斉藤へ
☎・v042（324）7776

つくし華道親子教室
（全10回）

5 月12日～平成32年 1 月19日
の日曜日（月 1・2 回）　午
前10時～正午
上宿公民館

s   7,500円（花材費）
t  小学生～中学生
c  20人

5 月 2 日（木）までに、つ
くし華道親子教室・坂本
へ ☎042（343）1579、090
（1775）7033

伝統文化和太鼓教室
イン小平
（全16回）

4 月27日～平成32年 1 月26日
の土曜または日曜日　午前 9
時30分～11時30分（日曜日）、
午後 1時～ 3時（土曜日）
小平第六小学校多目的室

s  1,000円（テキスト代）
t  小学校 2年生～中学
生
c  25人
e  筆記用具、汗ふきタ
オル、飲み物

4月26日（金）までに、鼓
笑・中野へ☎・v042（394）
2959、090（2560）5287

※文化庁の補助を受けて開催します。
※いずれも、小学 4年生以下は保護者の送迎が必要です。

４月27日（土）から５月６日（月）まで
診療をする医療機関

◆公立昭和病院
４月30日（火）、５月１日（水）・２日（木）は開院し、
通常診療を行います。できるだけご予約のうえ受診
してください。
問合せ　公立昭和病院（代表）☎042(461)0052

◆そのほかの医療機関
大型連休中、応急診療所（健康センター内）は開設します。
ただし、４月27日（土）は準夜応急診療所のみ開設します（５
面左下参照）。応急診療所以外で診療する、市内の医療機関（医
科）は、４月26日（金）までに、問合せ先へお問い合
わせください。
また、小平市ホームページ（ＱＲコードを読み取
ってアクセス）でもご覧になれます。
問合せ　健康センター☎042(346)3700

４月・５月の大型連休　窓口と施設の休業期間
施　設

4月 5月
25日
（木）

26日
（金）

27日
（土）

28日
（日）

29日
（月）

30日
（火）

1日
（水）

2日
（木）

3日
（金）

4日
（土）

5日
（日）

6日
（月）

7日
（火）

8日
（水）

市
役
所

市役所 ○ ○ ※ 1 休業※ 2、※ 3 ○ ○
東部・西部出張所 ○ ○ 休業※ 2 ○ ○
動く市役所 ○ ○ 休業 ○ ○

ス
ポ
ー
ツ
施
設

市民総合体育館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休業
※ 4 ○

中央公園・上水公園・
天神テニスコート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休業

※ 5 ○
中央公園・萩山公園・
大沼・小川西・天神グ
ラウンド

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休業
※ 6 ○

萩山公園卓球室 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○
花小金井武道館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休業 ○
きつねっぱら公園子ど
もキャンプ場 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

文
化
・
教
育
施
設

図書館 ○ 休業
※ 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業

※ 8 ○ ○ ○ ○ ○
図書館分室 ○ 休業 ○ ○ 休業 ○ 休業 ○ ○
公民館 ○ ○ ○ ○（一部休館）※ 8、※ 9 ○ ○
地域センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業

※10 ○
小平元気村おがわ東
（屋内・屋外広場、集
会施設）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ルネこだいら ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小平ふるさと村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業 ○
平櫛田中彫刻美術館 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休業 〇
鈴木遺跡資料館 休業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 休業 〇
ふれあい下水道館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業 ○
男女共同参画センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業
教育相談室 ○ ○ 休業 ○ ○
こだいら就職情報室 ○ ○ 休業 ○ ○
あすぴあ ○ ○ ○ ○ 休業 ○ ○

子
育
て
支
援
・

女
性
相
談
施
設

児童館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業
※10 ○

ファミリー・サポー
ト・センター ○ ○ 休業 ○ ○
子ども家庭支援センタ
ー ○ ○ ○ 休業 ※11 休業 ○ ○
女性相談室 ○ ○ ○ 休業 ○ ○

福
祉
施
設

健康福祉事務センター
（包括支援センター除
く）

○ ○ 休業 ○ ○

健康センター ○ ○ 休業
※12 ○ ○

福祉会館 ○ ○ ○ ○ 休業 ○ 休業 ○ 休業 ○ 休業 ○ ○※13
高齢者交流室 ○ ○ 休業 ○ ○
ほのぼの館、さわやか
館 ○ ○ ○ 休業 ○ ○
たいよう福祉センター 〇 〇 休業※14 〇 〇
あおぞら福祉センター 〇 〇 休業※14 〇 〇
高齢者デイサービスセ
ンター ○ ○ ○ 休業 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休業 ○ ○ ○
地域包括支援センタ
ー・出張所 ○ ○ ○ 休業

※15 ○ ○
地域生活支援センター
あさやけ ○ ○ ○ 休業 ○ ○ ○ 休業 ○ ○
地域活動支援センター
はばたき ○ ○ 休業 ○ ○ 休業 ○ ○
障がい者地域自立生活
支援センターひびき ○ ○ 休業 ○ ○
障害者就労・生活支援
センターほっと ○ ○ ○ 休業 ○ ○ ○ 休業 ○ ○
こだいら生活相談支援
センター ○ ○ 休業 ○ ○

ご
み

施
設

リサイクルセンター ○ ○ 休業 ○ ○
リプレこだいら 休業 ○ ○ ○ ○ ○ 休業 ○ ○ ○ ○ ○ 休業

交
通

関
係

コミュニティータク
シー ○ ○ 休業 ○ ○

撤去自転車保管所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※１　市民課（市民相談を除く）、税務課、収納課、保険年金課の土曜窓口
（午前８時30分～午後０時15分）のみ利用できます（５月４日は除く）。
※２　市役所、東部・西部出張所の証明書自動交付機は、４月27日（土）か
ら５月６日（月）までの午前９時から午後５時まで利用できます。
※３　休業期間中も出生届、婚姻届、死亡届などの戸籍関係届は市役所北
側通用口の受付でお預かりします。
※４　５月７日（火）は市民総合体育館の証明書自動交付機は、利用できま
せん。
※５　中央公園テニスコート、天神テニスコートのみ休業
※６　中央公園グラウンド、小川西グラウンドのみ休業
※７　大沼公民館・図書館の証明書自動交付機は、４月26日（金）の午前８
時30分から午後５時まで利用できます。
※８　５月３日（金）は大沼公民館・図書館の証明書自動交付機は、利用で

きません。
※９　中央・小川西町・花小金井南・仲町・津田公民館は開館します。小
川・花小金井北・上宿・上水南・大沼・鈴木公民館は、施設利用の事前予
約をした団体のみ利用できます。施設の予約は、４月27日（土）の午後５時
までに、各公民館へ申し込んでください。
※10　５月７日（火）は小川町一丁目地域センター・児童館の証明書自動交
付機は、利用できません。
※11　子育て交流広場のみ利用できます。
※12　休日応急診療・準夜応急診療（健康センター内）は開設します。た
だし、４月27日（土）は準夜応急診療のみ開設します（５面左下参照）。
※13　浴室、電位治療器があるヘルストロン室は利用できません。
※14　部屋貸・一時預かりがある場合は、その部屋のみ利用できます。
※15　緊急時の電話相談は利用できます。

診療実施期間
ＱＲコード
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10か国語で配信
自動音声読み上げにも対応

スマートフォン用アプリ
小平トピックス

と　き ところ 対　象

出張広場
わらべうたとわい
わいトーク

5月14日（火）
午前10時～11時
30分

東部市民センター
和室

乳幼児と
保護者

0歳さん集まれ

5月21日（火）
午前10時30分～
11時
5 月24日（金）
午後 2時～ 2時
30分

小平元気村おがわ
東 2階はらっぱ

0 歳児と
保護者

助産師さんによる
相談会（りぼんの
会）

5月28日（火）
午前10時～11時
　受付

小平元気村おがわ
東 2階おひさま

乳幼児と
保護者

双子ちゃん集まれ 5月17日（金）
午後 2時～ 3時

小平元気村おがわ
東 2階はらっぱ

多胎児と
保護者

※おひさまは子育て交流広場の愛称で、はらっぱは隣接の活動用ス
ペースの愛称です。常設の乳幼児と保護者の遊び場です（火曜～
土曜日の午前10時～午後 6時）。

問合せ　子ども家庭支援センター☎042(348)2100

子ども家庭支援センター ５月のプログラム

ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
内

ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
内

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
042
（
３
４
１
）
０
８
６
１

□
小
平
市
公
民
館
合
同
写
真
展　

４

月
30
日
（
火
）
〜
５
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
30
日
は
正

午
か
ら
、
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

☎
井
上
042
（
３
３
２
）
２
１
３
３

□
第
１
回
み
ず
え
彩
の
会
作
品
展

（
水
彩
画
）　

５
月
７
日
（
火
）
〜

12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
７
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
12
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
☎
加
藤
042
（
３
３

２
）
２
４
２
８

公民館の講座・イベント

マンスリーミニコンサート　新緑のオーガニックライブ　先着順
d 5 月12日（日）　午前11時～正午　t 市内在住の方
n ピアノの弾き語りとさまざまな打楽器の演奏で、1960年代の懐かしいヒット曲やオリジ
ナル曲を楽しむ
o カカポ（ピアノ・歌：小石巳美、パーカッション：川瀬正人）
m 当日、鈴木公民館へ☎042（388）0050
子育て支援講座　昔遊びで多世代交流　（全 4回）　抽選
d 5 月16日～ 6月13日の木曜日（ 5月30日を除く）　午前10時～正午　t 市内在住・在勤・
在学の方
n けん玉やお手玉など昔遊びで子どもたちと交流するボランティアを養成する
m 5 月10日（金）まで（月曜日を除く）に、津田公民館へ☎042（342）0863
子育て支援講座　18才成人を支えるために親ができること　（全 8回）　抽選・A
d 5 月22日～ 7月10日の水曜日　午前10時～正午　t 市内在住の方
n 親自身の心と体のケア（リラックス体験やアロマなど）をしながら、10代の子どもとの
向き合い方を考える
m 5 月10日（金）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎042（341）0861
※詳しくは、公民館のチラシや小平市ホームページをご覧ください。
※電子メールで申し込む場合には住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入のうえ、
講座名を件名として送信。申込み期限の翌日までに確認メールが届かない場合はお問い合
わせください。

文化・教養講座　オリンピックに向けてハングルを学ぼう　（全10回）　抽選
d 5 月23日～ 7月25日の木曜日　午後 6時30分～ 8時30分
s 1,836円（教材費）
t 市内在住・在勤・在学でハングル語入門から初級までの方
n 初心者、初級者向けに挨拶や自己紹介などのハングル語会話と異文化コミュニケーショ
ンを学ぶ
m 5 月10日（金）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、花小金井北公民館へ☎042（462）5790

子育て支援講座　音楽とふれあい楽しく子育て　（全 5回）　抽選
d 5 月30日～ 6月27日の木曜日　午前10時～正午　s 600円（教材費）
t 市内在住でおおむね 1歳 6か月～ 2歳 6か月の幼児と保護者
n 親子で一緒に音楽や工作を楽しみ交流する
m 5 月17日（金）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、花小金井北公民館へ☎042（462）5790

シルバー大学　第50期　（全26回）　抽選・A
d 5 月29日～12月11日の水曜日（ 8月を除く）、 9月 7日（土）　午前10時～正午
t 市内在住でおおむね60歳以上の方
n 地域を知るための屋外学習、ボランティア体験、健康づくりなどの学習から地域のため
に何ができるか考える。同世代の仲間づくり
※施設見学の交通費や調理実習の材料費などがかかります。
m 5 月14日（火）まで（月曜日を除く）に、中央公民館へ☎042（341）0861

子育て支援講座　はじめての子育て　赤ちゃんと笑顔に　（全 7回）　抽選
d 6 月11日～ 7月23日の火曜日　午前10時～正午
t 市内在住で生後 6か月から 2歳未満（ 6月11日現在）までの乳幼児（第 1子）と、その
保護者
n 離乳食、絵本などを含む子育てに関する学習と、地域での仲間づくり
y 8 人、500円、 6月 4日（火）
m 5 月17日（金）まで（月曜日を除く）に、花小金井南公民館へ☎042（461）0861

児童扶養手当・特別児童扶養手当

児童扶養手当と特別児童扶養手当の支給額を
4月分から改定しました。
問合せ　子育て支援課☎042（346）9544

支給額を改定

児童扶養手当の改定後の手当額（月額）
全部支給 一部支給

第 1子 42,910円 42,900円～10,120円

第 2子加算額 10,140円 10,130円～5,070円

第 3子以降
加算額 　6,080円 6,070円～3,040円

特別児童扶養手当の改定後の手当額（月額）
1級 2級

52,200円 34,770円

市
民
学
習
奨
励
学
級

説

明

会

　

市
民
学
習
奨
励
学
級
は
、
市
内
で
活
動

す
る
市
民
団
体
が
企
画
・
運
営
す
る
講
座

を
、
公
民
館
が
支
援
す
る
事
業
で
す
。
講

師
謝
礼
は
公
民
館
が
支
払
い
ま
す
。
講
座

の
作
り
方
や
準
備
な
ど
を
学
び
た
い
団
体

の
方
は
積
極
的
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
立
ち
上
げ
て
間
も
な
い
団
体
や

運
営
の
活
性
化
を
目
指
す
団
体
な
ど
を
重

点
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
申
込
み
書
類
の
配
布

や
、
申
込
み
条
件
な
ど
を
詳
し
く
話
し
ま

す
。

と　

き　

５
月
10
日
（
金
）　

午
後
２
時

〜
３
時

対　

象　

５
人
以
上
の
市
民
で
構
成
す
る

団
体

※
平
成
30
年
度
に
市
民
学
習
奨
励
学
級
を

実
施
し
た
団
体
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

中
央
公
民
館
☎
042
（
３
４
１
）

０
８
６
１

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

実

践

講

座

　

子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と

き
の
本
の
選
び
方
や
読
み
方
な
ど
、
実
演

を
交
え
て
学
び
ま
す
。

と　

き　

５
月
30
日
（
木
）　

午
前
10
時

〜
正
午　

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館

内　

容　

講
義
、
受
講
者
の
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
の
実
演
と
図
書
館
職
員
か
ら
の
助

言対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

学
校
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
実
演
を
予
定

し
て
い
る
方

※
一
度
受
講
し
た
方
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

定　

員　

10
人

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
市
内
在
住
の
１

歳
児
か
ら
学
齢
前
ま
で
。問
合
せ
先
へ（
先

着
順
））。

申
込
み　

４
月
23
日
（
火
）
の
午
前
10
時

か
ら
、問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、先
着
順
）

※
申
込
み
時
に
、
受
講
者
が
講
座
で
読
む

絵
本
を
伺
い
ま
す
。
絵
本
は
、
５
〜
10
分

程
度
で
読
み
終
え
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
（
３
４
５
）

１
２
４
６

平
成
32
年
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集

　

平
成
32
年
１
月
13
日（
月
・
祝
）、ル
ネ
こ

だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
成
人
式
。

一
生
に
一
度
の
記
念
日
を
、
自
分
た
ち
の

手
で
企
画
・
運
営
し
て
、
素
敵
な
思
い
出

を
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
意
欲
の
あ
る
新

成
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
、
小
平

市
の
成
人
式
に
参
加
す
る
予
定
の
方

定　

員　

10
人
程
度

活
動
内
容　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

※
６
月
以
降
、
月
１
回
程
度
実
行
委
員
会

を
開
催
。

申
込
み　

５
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
地

域
学
習
支
援
課
へ
（
電
話
可
）
☎
042
（
３

４
６
）
９
８
３
４

整
体
ヨ
ー
ガ
教
室

　

ヨ
ー
ガ
、
整
体
な
ど
を
融
合
し
た
療
法

で
、心
と
体
の
元
気
を
回
復
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

５
月
15
日
〜
６
月
５
日
の
水
曜

日　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時　

全
４
回

と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
第
一

娯
楽
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　

15
人

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
飲
み
物
を
持
参
。

申
込
み　

５
月
６
日
（
月
・
振
休
）
ま
で

（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
〒
187
―
８

７
０
１　

小
平
市
役
所
）☎
042（
３
４
６
）

９
６
１
２
、
Abunkasports@city.ko

daira.lg.jp

小
平
市
国
際
交
流
協
会

□
国
際
こ
ど
も
ク
ラ
ブ　

子
ど
も
の
た
め

の
英
会
話
と
多
文
化
理
解
講
座

　

外
国
人
講
師
に
よ
る
初
歩
の
英
会
話

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
出
身
者
に
よ
る
そ

の
国
の
文
化
・
遊
び
の
紹
介
を
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
25
日
〜
７
月
13
日
の
土
曜

日　

午
後
２
時
〜
４
時　

全
８
回

と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

費　

用　

７
千
２
百
円

対　

象　

市
内
在
住
・
在
学
で
小
学
２
年

〜
４
年
生

定　

員　

20
人

申
込
み　

電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
・
ロ
ー
マ
字
）、
性
別
、電
話

番
号
、学
校
名
・
学
年
を
問
合
せ
先
へ
（
先

着
順
）

□
こ
ど
も
日
本
語
・
学
習
支
援
教
室　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

日
本
語
に
不
安
が
あ
る
小
学
生
・
中
学

生
（
国
籍
不
問
）
に
、
初
歩
の
日
本
語
を

教
え
、
学
校
の
勉
強
の
補
助
を
し
ま
す
。

　

教
員
免
許
や
日
本
語
教
師
の
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

と　

き　

水
曜
日　

午
後
３
時
30
分
〜
６

時と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

申
込
み　

見
学
の
希
望
日
（
教
室
が
あ
る

日
）
を
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子
メ

ー
ル
可
）

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
☎
042

（
３
４
２
）
４
４
８
８
、
Ainfo@kifa-

tokyo.jp

公

開

講

座

□
津
田
塾
大
学
津
田
梅
子
記
念
交
流
館
プ

ロ
グ
ラ
ム

▽
愛
す
べ
き
ジ
ャ
ズ
と
ア
メ
リ
カ

と　

き　

５
月
20
日
・
27
日
の
月
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

全
２
回

費　

用　

４
千
円

※
60
歳
以
上
は
無
料
で
す
。

定　

員　

20
人

※
保
育
あ
り
ま
す
（
２
週
間
前
ま
で
に
、

申
込
み
先
へ
）。

▽
浮
世
絵
か
ら
お
江
戸
の
謎
解
き

と　

き　

５
月
24
日
（
金
）　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
６
月
８
日
（
土
）　

午
後

１
時
〜
２
時
30
分

費　

用　

各
２
千
円

※
60
歳
以
上
は
無
料
で
す
。

定　

員　

30
人

※
５
月
24
日
（
金
）
は
保
育
あ
り
ま
す

（
２
週
間
前
ま
で
に
、
申
込
み
先
へ
）。

▽
女
性
限
定　

火
の
呼
吸
で
元
気
に
な
る

　

ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
ヨ
ガ
入
門　

と　

き　

５
月
31
日
（
金
）　

午
後
３
時

〜
５
時

費　

用　

２
千
円

定　

員　

15
人

※
保
育
あ
り
ま
す
（
２
週
間
前
ま
で
に
、

申
込
み
先
へ
）。

―
―
共　

通
―
―

申
込
み　

津
田
梅
子
記
念
交
流
館
事
務
室

へ
☎
042
（
３
４
２
）
５
１
４
６

d …日程　s …費用　t …対象　n …内容　o…出演
y…保育定員、おやつ代、オリエンテーション日程　m …申込期限と実施場所
A…電子メールでの申込み可（Akominkan-koza@city.kodaira.lg.jp）
※保育は 3人以上（市内在住の満 6か月から就学前まで）で開設
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市報こだいらは環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

ご利用ください  市民無料相談市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 5月10日（金）・16日(木) ・相談時間（予約制）
　午後 1 時30分～ 4 時30分
（ 1回30分以内）
・対象
　市内在住・在勤・在学の方
・申込み（電話可）
　 4月22日（月）から
　午前 8時30分～正午
　午後 1時～ 5時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎042（346）9508
※各相談についておひとり
1年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 5月15日（水）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） 5月 7日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 5月13日（月）

登 記 ・
成 年 後 見 相 談

司 法 書 士 5月14日（火）
土地家屋調査士 5月14日（火）

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 －
年金・労務相談 社会保険労務士 5月 8日（水）
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 5月17日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 5月17日（金）
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 5月20日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 8時30分～午後 5時

☎042（346）9508

消 費 生 活 相 談
（契約上のトラブルなど） 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 9時～正午、午後 1時～ 4時

☎042（346）9550

掲載希望団体は秘書広報課、公民館利用団体は各公民館へ　▷政治、宗教、営利不可　▷先着順で受付　▷添削あり　▷掲載後の責任は負いかねます　秘書広報課☎042（346）9505

　

スポーツイベントスポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒187－0025　津田町一丁目 1番 1号）☎042（343）1611 ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　c…定員　f…種目
n…内容　h…ホームページ検索　m…申込み　i…問合せ先　

イベント名 と　き ところ 費　用 申込み・問合せ 備　考
社交ダンス初心者講習会 5 月 7 日～10月の火曜日午後 7時15分～ 8時45分 中央公民館ほか 12,000円 矢澤☎090（9323）2732 ＤＣ小平ペパーミント
聞こえを補う方法を学ぼう 5 月18日（土）午後 2時～ 4時30分　 1時40分受付 中央公民館講座室 2 無料 中難協☎03（5919）2421 地域コミュニケーション啓発講座
春の合唱祭　虹色のハーモニー 5 月19日（日）午後 1時開演　 0時30分開場 ルネこだいら大ホール 無料 才田☎042（345）1799 小平市合唱連盟内14団体が出演

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
イキイキ話し方教室　話法・朗読など 第 1・3木曜日午後 7時～ 9時 津田公民館 月2,000円 池滝☎090（8501）3563 講師　元NHKアナウンサー
硬式テニス水曜午後の会 水曜日午前11時～午後 1時 上水公園テニスコート 月3,000円 金澤☎042（344）2052 コート 2面でコーチ 2名のレッスン
中国水墨画　竜の会 第 2・4木曜日午後 2時～ 4時30分 中央公民館ほか 月2,000円 辻本☎042（341）3472 初心者、見学可
練功の会 月曜～土曜日午前 9時～10時 大沼地域センター公園 年1,000円 工藤☎042（341）8222 健康体操。マージャン部あり
パッチワーク・コットン 第 2・4木曜日午前10時～正午 中央公民館 月1,500円 柴田☎042（341）7586 初心者も経験者も楽しく活動中です
スポーツ吹矢の会ブルーベリー小平 木曜日午前 9時15分～11時45分ほか 福祉会館 4階小ホール 月1,000円 廣江☎090（2144）0534 入会金なし　見学体験無料
生活ヨーガの会 第 1・3日曜日午後 1時30分～ 3時 上水地域センター 月2,000円 斉藤☎090（8308）4043 女性限定　健康維持のヨーガ
笑みっこ会　表千家茶道 第 2・4火曜日午後 1時～ 5時 中島地域センター 月2,000円 宮内☎042（344）7333 初心者可・抹茶・お菓子代含む
カラオケ　コスモス歌の会 第 1～ 3土曜日午前10時～正午 中央公民館ほか 月2,000円 加藤☎090（9386）5005 見学可。発声、歌唱指導。教材費別
川柳　津田川柳の会 第 1・3水曜日午前 9時～正午 津田公民館 月1,000円 田盛☎042（342）8253 初心者可　講師が指導します
中国語を楽しむ会（中国語入門） 土曜日午前10時～正午（月 4回） 大沼公民館 月2,000円 高橋☎042（343）1801 教材費別　初心者可
簡単な料理 第 3木曜日午後 7時～ 9時30分 小川公民館 月2,000円 岩㟢☎042（347）0342 材料費含む。初回体験可
若草ストレッチサークル 木曜日午後 1時～ 3時 花小金井武道館 月1,500円 小澤☎042（322）4870 肩こり・腰痛・ひざ痛予防・中高年

募

集

ミミ
ニニ
情情
報報

バドミントン春季シングルス大会（小平市バドミントン協会）
d   ５月26日（日）　
b   体育館　
s   一般１,000円、中学生以下500円
t   市内在住・在勤・在学・在クラブで、平成31年度の会員登録をしている方
f   一般男女各１～３部（１部は上級者）、中学生以下男子・女子の部
m   ５月16日（木）の午後５時までに、費用を添えて体育館へ
i   久家☎042（342）7437（午後５時以降）

小・中学生親子卓球教室（小平市卓球連盟）
d   ５月16日～８月29日の木曜日　午後７時～８時　
b   体育館　
s   月１,000円
t   市内在住・在学の小学４年～中学１年生（保護者の同伴が必要）　
c   20人
m   ４月30日（火）まで（必着）に、往復はがきの往信用裏面に住所、氏名、年齢、
電話番号、保護者氏名、保護者への指導希望の有無を、返信用表面に住所・
氏名を記入のうえ「小・中学生親子卓球教室」係（住所は上記体育館と同じ）
へ（申込み多数の場合は抽選）

i   高岡☎042（332）6355

卓球初級・中級者講習会（小平市卓球連盟）
d   ５月15日～６月19日の水曜日　午前11時30分～午後１時30分　全６回
b   体育館　
s   ２,000円（初回、会場で集金） 
t   市内在住・在勤・在学の方
c   30人
m   ４月30日（火）まで（必着）に、往復はがきの往復用裏面に住所、氏名、年齢、
電話番号、希望講座（初級・中級）を、返信用表面に住所・氏名を記入のう
え「初・中級者卓球講習会」係（住所は上記体育館と同じ）へ（申し込み多
数の場合は抽選）

i   高岡☎042（332）6355

学校体育館スポーツ個人開放中止日
４月　二小…28日・30日　　三小…21日・30日　
　　　四小…21日・28日・30日　　五小…30日
　　　六小…30日　　七小…30日
５月　一小…３日　　二小…３日　　三小…３日・26日
　　　四小…３日・12日　　七小…３日

泳げない子、集まれ　ジュニア初心者水泳教室（東京都ジュニア育成地域推進
事業）（小平市水泳協会）
d   月曜日コース…５月20日～６月24日の月曜日（６月３日を除く）午後５時1
5分～６時45分　全５回

　   金曜日コース…５月17日～６月14日の金曜日　午後５時30分～７時　全５
回　 

b   体育館温水プール
t   市内在住で、クロールの息継ぎができない小学校３年生から６年生
　  ※高学年および初めて参加する方を優先（現水泳教室会員は不可）。
c   各20人
n   学校プールが始まる前に、水に慣れ親しみながら、息継ぎをしてクロールを
泳げるようにする

m   ４月20日（土）から30日（火・祝）までに、小平市水泳協会のホームページま
たは、はがき、ファクシミリ、電子メールでコース名、出席可能日、住所、
氏名、ふりがな、保護者名、電話番号、学校名、学年、泳力を問合せ先へ

　  ※ホームページから要項、申し込み用紙をダウンロードできます。
h   小平市水泳協会
i   事務局☎・v042（347）7319、Akodairaswim@gmail.com

アーチェリー長期教室（小平市アーチェリー連盟）
d   ①５月～10月の水曜日、10月～平成32年３月の金曜日　午後７時～９時
　   ②５月～10月の火曜・木曜日　午後７時５分～９時35分
　   ③５月～10月の金曜日　午前８時45分～11時15分
b   ①花小金井武道館、②・③体育館弓道場　s   月１,000円
t   小平市アーチェリー連盟主催の初心者教室修了者または同等レベルの方
c   ①20人、②・③各10人　m   ①問合せ先へ、②・③当日、会場へ（電子メール可）
i   ①田中☎042（341）7430、②清水☎042（342）2178（午後６時～８時）、
③羽鳥☎042（344）9224（午後６時～８時）、Akodaira_archery@hotmail.com

太極拳長期教室（小平市武術太極拳連盟）
s   各問合せ先へ　t   市内在住・在勤・在学の方　m   当日、会場へ
d／b／i
日曜日　午後１時～４時／第一中学校武道場／阿部☎042（343）7678
火曜日　午前10時～正午／花小金井南公民館／百々☎042（476）3583
火曜日　午後３時～５時、金曜日　午後１時～３時／花小金井武道館／稲垣☎
042（321）8292
水曜日　午前10時～11時30分／中島地域センター／笠木☎042（343）1267
水曜日　午後１時55分～３時55分／体育館／勝俣☎042（309）3790
水曜日　午後７時５分～９時５分／体育館／高橋☎042（323）8557
水曜日　午後７時～９時／中央公民館／千葉☎042（323）1675
木曜日　午前10時～正午／花小金井南公民館／佐藤☎090（7838）8325
土曜日　午後４時30分～６時30分（ジュニア中国武術教室）／体育館／野田☎
042（344）4686

小平市環境家計簿登録者に
緑のカーテン用苗と堆肥を配布
夏の強い日差しを和らげ、室内の温度の上昇を抑える効果
がある緑のカーテンで、エネルギーの節約をしませんか。
と　き　５月９日（木）　午後３時30分～６時
ところ　中央公民館講座室１　定　員　100人
申込み　５月７日（火）までに、住所、氏名、電話番号を問
合せ先へ（電話・電子メール可、先着順）
※小平市環境家計簿の登録証をお持ちください。
※５月９日（木）までに、ウェブ版またはアプリ版環境家計簿の登録をしてください。詳
しくは、ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。アプリ版は、６面欄
外ＱＲコードからダウンロードできます。
H検索　楽しく省エネ　ＥＣＯダイラーくらし宣言
問合せ　環境政策課☎042（346）9818、Akankyoseisaku@city.kodaira.lg.jp

催
し
集
い
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（各種健康診断、予防接種、
ごみ収集、資源の循環などに）

衛生費（8.4％）
55億8,255万2千円

（火災や台風などの災害対応に）

消防費（3.1％）
20億5,553万6千円

その他（1.5％）
9億9,355万円2千円

（市庁舎の管理、文化振興、協働・地域自治、防災体制の強化などに）
総務費（13.3％）88億1,008万2千円

（学校教育、図書館、公民館、
体育施設の整備や教育振興に）

教育費（9.6％）
63億6,670万3千円

（市の借入金の返済に）

公債費（5.3％）
35億209万3千円

（道路・公園の整備など
住みよいまちづくりに）

土木費（6.3％）
41億9,481万6千円

民生費（52.5％）
348億

4,066万6千円

扶助費
（34.6％）
229億

3,877万8千円

（子どもや高齢者、身体の
不自由な方などの福祉、
生活保護などに）

各種譲与税・交付金
（7.9％）

52億2,878万2千円

繰越金（1.5％）10億円
その他（3.9％）

25億9,358万1千円

国庫支出金（17.9％）
118億6,644万円

都支出金（13.9％）
92億1,506万9千円

物件費（17.1％）
113億1,799万2千円

人件費（14.4％）
95億7,576万円

補助費等（11.6％）
76億7,462万6千円

繰出金（9.7％）
64億6,300万円

公債費（5.3％）
35億209万3千円

投資的経費（4.6％）
30億5,041万5千円

その他（2.7％）
18億2,333万6千円

繰入金（3.0％）
20億1,042万8千円

市債（4.2％）
28億170万円

市税（47.7％）
316億
3,000万円

一
般
会
計
は 

過
去
最
大
規
模

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
６
百
６３
億

４
千
６
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
・
２
％
増
え
る
過
去
最
大
規
模
で
編
成

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
に
３
つ
の
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
予
算
額
は
、
１
千
１１
億
６
百

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
１
・
９

　
私
の
４
期
目
の
任
期
も
、
２
年
の
折

り
返
し
点
を
迎
え
ま
し
た
。
就
任
以

来
、
私
は
一
貫
し
て
「
参
加
」
と
「
協

働
」、
そ
し
て
「
市
民
自
治
」
を
市
政

の
根
幹
に
据
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
み
ず

か
ら
が
担
い
手
に
な
り
、
ま
た
地
域
の

多
様
な
団
体
な
ど
が
相
互
に
連
携
・
協

力
を
し
な
が
ら
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
地
域
の
課

題
解
決
を
図
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し

て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
近
年
、
小
平
市
の
人
口
は
引

き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
近

い
将
来
、
減
少
に
転
じ
る
推
計
で
す
。

市
制
施
行
以
来
、
お
お
む
ね
一
貫
し
て

人
口
増
加
を
続
け
て
き
た
小
平
市
に
と

っ
て
、
平
成
の
次
の
新
し
い
時
代
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
な
ど
の
変
化
を
経
験
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
負
の
印

象
の
よ
う
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、「
参
加
」
と
「
協
働
」、
そ
し
て

「
市
民
自
治
」
を
推
進
し
、
誰
も
が
地

域
の
中
で
役
割
や
生
き
が
い
を
も
ち
、

担
い
手
や
支
え
手
と
な
っ
て
、
地
域
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
好
機
と
捉
え
、

将
来
的
な
人
口
減
少
も
見
据
え
、
ま
ち

の
魅
力
の
向
上
と
い
う
視
点
に
重
点
を

お
い
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
は
、「
平
成
」
最
後
の

年
度
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代

が
始
ま
る
節
目
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
３１
年
度
予
算

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
小
平
市
が
魅
力
あ
る
ま
ち
と
し

て
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
予
算
と
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
３１
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
３１
年
度
予
算
は
、
新
た
な
行
政
需
要
に
充
て
る
財
源
が
限
ら
れ
る
厳
し
い

状
況
の
中
で
も
、
小
平
市
が
魅
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
事
業
に
予
算
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
小
平
市
第
三
次
長
期
総
合

計
画
基
本
構
想
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
編
成
に
し
ま
し
た
。

問
合
せ　
財
政
課　
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
０
４

％
増
え
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
平

成
３１
年
度
か
ら
、
地
方
公
営
企
業
法
を
適

用
し
て
、
官
庁
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計

に
変
わ
り
、
名
称
も
下
水
道
事
業
会
計
に

変
わ
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は 

市
税
収
入
が
前
年
度
と 

比
べ
２
・
９
％
増

　
歳
入
（
収
入
）
の
根
幹
と
な
る
市
税
収

入
は
、
市
た
ば
こ
税
が
減
り
ま
す
が
、
個

人
市
民
税
や
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税

が
増
え
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
８
億
８

千
９
百
万
円
、
２
・
９
％
増
え
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
、
都
支
出
金
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実
施
、
参
議
院
議

員
選
挙
の
執
行
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年

度
と
比
較
し
て
、
２
億
５
千
百
１３
万
５
千

円
、
２
・
２
％
、
５
億
２
千
８
百
３４
万
５

千
円
、
６
・
１
％
増
え
ま
す
。

　
各
種
譲
与
税
・
交
付
金
は
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
や
地
方
交
付
税
な
ど
が
減
り

ま
す
が
、
平
成
３１
年
度
か
ら
新
し
く
創
設

さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
と
環
境
性
能
割

交
付
金
が
増
え
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

３
千
６
百
９１
万
円
、０・７
％
増
え
ま
す
。

　
市
債
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
４
億

３
千
５
百
９０
万
円
、１３・５
％
減
り
ま
す
。

財
源
不
足
を
補
う
た
め 

基
金
を
繰
り
入
れ 

市
債
を
発
行

　
基
金
は
家
計
に
例
え
る
と
預
貯
金
に
あ

た
る
も
の
で
す
。
歳
入
が
足
り
な
い
時
に

取
り
崩
し
、
年
度
間
の
財
源
を
調
整
し
て

い
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
平
成
３０

年
度
末
残
高
見
込
額
か
ら
７
億
９
千
９
百

９６
万
８
千
円
減
り
、
２２
億
１
千
７
百
３９
万

４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
市
債
は
、
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る

事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や
金
融
機
関
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
、
家

計
に
例
え
る
と
住
宅
ロ
ー
ン
や
自
動
車
ロ

ー
ン
な
ど
に
あ
た
る
も
の
で
す
。
公
共
施

設
な
ど
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
と
な
る
多

額
の
資
金
を
借
り
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て

分
割
し
て
返
済
す
る
こ
と
で
、
将
来
利
用

す
る
市
民
に
も
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
市
債
現
在
高

は
、
平
成
３０
年
度
末
市
債
現
在
高
見
込
額

よ
り
も
５
億
６
千
２
百
８８
万
円
減
り
、
２

百
６０
億
１
千
８
百
７
万
９
千
円
と
な
り
ま

す
。歳

出
で
は 

民
生
費
が
１８
年
連
続
増

　
歳
出
（
支
出
）
で
は
、
民
生
費
が
、
民

間
保
育
園
運
営
費
や
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
な
ど
が
増
え
て
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
９
億
５
千
４４
万
３
千
円
、
２
・
８
％

増
え
ま
す
。
民
生
費
は
１８
年
連
続
し
て
増

加
し
、
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
５２
・

５
％
に
な
り
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
防
災
行
政
無
線
設
備
工
事

や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
市
民
窓

口
業
務
の
改
善
事
業
な
ど
が
増
え
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
９
億
５
千
３１
万
４
千

円
、
１２
・
１
％
増
え
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
花
小
金
井
南
中
学
校
地
域

開
放
型
体
育
館
新
築
工
事
費
な
ど
が
増
え

ま
す
が
、
花
小
金
井
小
学
校
増
築
工
事
の

終
了
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
１

億
３
千
８４
万
２
千
円
、
２
・
０
％
減
り
ま

す
。

　
衛
生
費
は
、
家
庭
ご
み
有
料
化
・
戸
別

収
集
な
ど
が
増
え
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
更
新
事
業
な
ど
が
減
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
８
億
３
千
４
百
１６
万
８

千
円
、
１３
・
０
％
減
り
ま
す
。

物
件
費
は
前
年
度
と 

比
べ
１２
・
０
％
増

　
扶
助
費
は
、
社
会
保
障
と
し
て
児
童
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど

を
支
援
す
る
経
費
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
５
億
７
千
６
百
３２
万
２
千
円
、
２
・

６
％
増
え
ま
す
。

　
物
件
費
は
、
施
設
の
光
熱
水
費
や
物
品

の
購
入
、
事
業
の
委
託
な
ど
の
経
費
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
１２
億
１
千
６
百
１０

万
８
千
円
、
１２
・
０
％
増
え
ま
す
。

　
人
件
費
は
、
職
員
給
与
や
市
長
、
市
議

会
議
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
、
１
億
２
千
６
百
８４
万
２
千

円
、
１
・
３
％
増
え
ま
す
。

平
成
３１
年
度

小
平
市
の

予
算

躍
動
を
か
た
ち
に

進
化
す
る
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
ま
す

小
平
市
長
　
小
林
正
則

歳出を経済的性質によって分類することで、
市の財政状況を知ることができます。　　　

一般会計 歳出 （性質別内訳） 一般会計 歳出 （目的別内訳）
663億4,600万円 663億4,600万円

一般会計 歳入

当初予算額 前年度比
一般会計 663億4,600万円 14億100万円　（2.2％）

国民健康保険事業特別会計 168億6,600万円 △1億9,500万円（△1.1％）
後期高齢者医療特別会計 43億4,900万円 1億4,700万円　（3.5％）
介護保険事業特別会計 135億4,500万円 4億9,700万円　（3.8％）

合計 1,011億600万円 18億5,000万円　（1.9％）

下水道事業会計 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
平成31年度 43億4,950万9千円 39億7,411万2千円 11億9,969万2千円 21億1,684万7千円
平成30年度 38億6,600万円（参考　官庁会計予算）
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家庭ごみ有料化・戸別収集への移行
　有料化・戸別収集開始
　指定収集袋・収集カレンダー作成など
　４億2,131万円
電気自動車導入の拡充	 ８８１万円
リサイクルセンターの更新	 ２ 億７,１４１万円
　新施設運営開始、現施設の解体工事など

市内公共交通の充実
　南西部地域のコミュニティタクシー実証実験運行経費補助など
　４,162万円

小川駅西口地区再開発事業の推進	 ４ 億８７０万円
　東西自由通路の基本設計、再開発準備組合への補助など
小平駅北口地区再開発事業の推進	 ４０万円
　再開発準備組合への補助
市道の無電柱化に関する検討	 １,７３８万円
都市計画道路整備の推進	 ５,７６０万円
　第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業など
道路整備事業の充実	 ４ 億８,６０４万円
　道路新設改良、道路維持、私道整備に対する助成
鉄道駅周辺における自転車駐車場整備の検討	 ６００万円
　小川駅と小平駅の駅前自転車駐車場調査・資料作成

健康で、はつらつとしたまちをめざして　―次世代育成・健康福祉・教育・生涯学習―
子ども・子育て支援事業計画の策定	 ３３４万円
学童クラブの充実	 １ 億５,４０５万円
　指定管理者による管理運営、新設、環境改善など
認可保育園（私立保育園）の新設	 １ 億１,９８４万円
小平市認定家庭福祉員（都制度）の家庭的保育事業（国制度）への移行	 ３,５１４万円
子ども家庭支援センター事業の充実	 ８１３万円
ひとり親家庭・生活困窮者学習支援事業の充実	 １,１９５万円
女性相談事業の充実	 １４９万円
地域センター　ベビーキープ（トイレ内のあかちゃん用いす）などの整備事業	 １５９万円
子育て応援サイト管理運営支援	 １０８万円
新生児聴覚検査費用の助成	 ４６６万円
こだいら健康ポイント事業	 ５８１万円
庁舎敷地内の禁煙の実施	 ２２万円
　庁舎 ６階喫煙所の撤去
地域包括ケア推進計画の策定	 ３００万円
地域密着型介護サービスの整備支援事業	 １ 億１,８５３万円
　認知症グループホーム整備費などの補助
医療・介護資源調査および情報提供システムの導入	 ４５０万円
障がい者福祉計画、障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定	 ３７５万円

児童発達支援センターの整備	 ３９６万円
　たいよう福祉センターの改修などの設計
障がい者グループホームの自立支援給付費等の支援	 ２,９４８万円
学校施設の整備	 ４ 億２,９２８万円
　十二小増築設計・工事、五小・十小の大規模改造工事など
花小金井南中学校地域開放型体育館の建設	 ５ 億１９６万円
　建設工事
小学校給食調理業務の委託化	 ５,７６７万円
　十一小の給食調理業務の委託、十四小の強化磁器食器などの整備
学校給食センターの更新	 ７６５万円
　事業者の決定、契約締結など
登下校区域への防犯設備の整備	 ５５０万円
　児童・生徒の登下校区域に防犯カメラを設置
（仮称）第 ２期特別支援教育総合推進計画の策定	 ２５２万円
特別支援教育の充実	 ６６９万円
　特別支援教室の導入（二中・五中）、巡回相談員（言語聴覚士）の巡回回数増など
学校における働き方改革	 ４,５０７万円
部活動指導員の配置（中学校 ４校）、授業の準備などを補助するスクール・サポート・スタ
ッフの配置（小・中学校２６校）など

コミュニティ・スクールの充実	 ６２３万円
放課後子ども教室の推進	 ４,３０８万円
小川西グラウンド人工芝生化の検討	 ８０万円
東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会へ向けた気運醸成	 ７９９万円
　理解促進、スポーツの普及啓発など

平成３１年度 主な事業
安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして　―地域・安全・生活・文化―
参加・協働の推進	 ９８万円
　提案型協働事業の推進など
空き家等セミナー・個別相談会開催	 ４１万円
防災行政無線のデジタル化改修	 １ 億４,５７０万円
避難所へのマンホールトイレの整備	 １,０１３万円
被災者用備蓄品の整備	 ３,２１１万円
　地域防災計画に基づく、食料など被災者用備蓄品の整備
災害時の応急体制整備	 ３０８万円
　特設公衆電話設置、アンブルボード（発光型掲示板）購入など

木造住宅の耐震化リフォームの支援	 １,１４４万円
　耐震改修補助の拡充など
沿道建築物の耐震化等の促進	 １,２８０万円
　ブロック塀撤去改良補助の拡充など
木造住宅密集地域における地区計画など策定検討	 ４２１万円
ルネこだいらの設備改修	 ６,８８５万円
鈴木遺跡国指定史跡化等の推進	 ９０１万円
　遺跡総括報告書の作成など
平櫛田中彫刻美術館活性化事業	 ５９８万円
　館内音声ガイド整備など

健全で、進化するまちをめざして　―地方自治・行財政―
（仮称）第四次長期総合計画の策定	 ５７６万円
市民窓口業務の改善	 １ 億７,７９０万円
住民情報システムの再構築	 １,２１３万円
地方公営企業会計への移行	 ８９４万円
公共施設マネジメントの推進	 ４,６５８万円
　小川駅西口公共スペースの設計など
期日前投票所の投票環境の向上	 １３７万円
　参議院議員選挙における東部市民センターの期日前投票所開設日数の拡充など

快適で、ほんわかとするまちをめざして　―緑・水・環境―
市民の力による身近な緑を守る取組	 １４３万円
　公園アダプト制度の推進など
特別緑地保全地区用地の取得	 ４,８９２万円
鎌倉公園・鷹の台公園の整備の検討	 ８６７万円
　公園基本計画作成、用地測量など
上水南町寄附物件の活用	 ３,１５６万円
　寄附物件への公園整備に向けた設計など
新堀用水のり面・胎内堀保全改修	 ３,１５２万円
　第二期工事
みどりの基本計画の策定	 ３００万円
下水道用地の取得	 ２ 億７,９７１万円
公共下水道長寿命化対策の推進	 ３ 億８,０６５万円
　管路詳細調査（喜平処理分区）、長寿命化改築・修繕工事（鈴木処理分区）など
公共下水道雨水整備の推進	 ４ 億２,８０８万円
下水道プランの策定	 ５００万円
省エネルギー・創エネルギーの推進	 １,０３６万円
　太陽光発電装置・燃料電池の設置補助
環境基本計画の策定	 ２６４万円
リサイクルの推進	 １７０万円
　 ３Ｒ（スリーアール）推進協力店認定など

住みやすく、希望のあるまちをめざして　―都市基盤・交通・産業―
鉄道立体化に向けた調査・研究	 １５０万円
　アンケート調査
都市農業活性化支援事業	 ８,９２８万円
　小平市園芸組合に対するパイプハウス（園芸農業用ビニールハウス）、かん水（植物に
水を与える）設備、暖房設備などの導入経費の補助

都市農地保全支援プロジェクト	 ２,１０２万円
　農地内の防災兼用農業用井戸の設置への補助
農商連携地産地消・商業活性化推進プロジェクト	 ３６０万円
　小平産の農産物の収穫体験の実施など
プレミアム付商品券事業	 ３ 億６,９００万円
子育て中の女性の就労促進事業	 ６０７万円
女性再就職サポート事業	 １,９３３万円
地域連携型商店街事業	 １１２万円
　商店会が地域団体などと連携して行う地域のにぎわい創出の取組みの支援
ものづくり・商業・サービス生産性向上支援事業	 ２５８万円
　中小企業などが行う革新的サービス開発、生産プロセスの改善などのための設備投資に対する補助
観光まちづくりの推進	 ３,２００万円
　こだいら観光まちづくり協会への支援
外国人目線で魅力再発見事業	 ２９９万円
　ＪＥＴ（ジェット）プログラム（外国青年招致事業）の活用による国際交流員の任用
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市
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こ
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小
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長

長
す
ぎ
る
休
み

　
寂
し
が
り
や
で
人
と
群
れ
て
い
な

い
と
駄
目
な
私
に
と
っ
て
耐
え
が
た

い
休
日
で
あ
る
。
１０
日
と
も
な
る
と

も
は
や
休
み
で
は
な
く
、
一
時
的
な

引
退
の
よ
う
で
心
穏
や
か
で
な
い
。

出
か
け
よ
う
か
と
皆
に
声
を
か
け
る

が
、
一
様
に
冷
た
い
。「
一
人
で
出

か
け
た
ら
」
の
一
言
。
し
か
し
、
神

様
は
い
る
も
の
だ
。
息
子
が
同
行
し

て
も
良
い
と
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ

た
。
私
と
息
子
以
外
は
猫
を
含
め
て

全
て
女
子
会
。
結
束
は
固
い
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今
回
は
郷
里
、

対
岸
の
島
、
佐
渡

島
に
行
く
こ
と
に

し
た
。
ト
キ
に
会

い
気
分
一
新
し
、

新
し
い
元
号
、
令

和
に
備
え
た
い
。

多摩六都科学館

ニュースポーツデー

親子サッカー教室
FC東京小平グランドで

玉入れやパン食い競走、障がい者スポーツ体験コーナーなど、障がいがあ
る人もない人も気軽に楽しめる運動会です。
と　き　５月18日（土）　午前10時から
※雨天の場合は19日（日）に順延、19日が雨天の場合は中止します。
ところ　萩山公園グラウンド
※送迎バスを運行します。詳しくは、お問い合わせください。
主　催　小平市社会福祉協議会、小平市
問合せ　障がい者支援課☎042（346）9540

障がい者運動会

小平ふるさと村　５月の行事と催し

ふれあい下水道館　５月の催し

◆感覚ひろば　センスを磨こう
見る、聞く、触る、嗅ぐ、味わう。錯覚の体験や五感を使った実験
で自分の感覚を試してみましょう。
と　き　４月27日（土）〜５月６日（月・振休）　午後１時〜４時
費　用　入館料…大人500円、小人200円
申込み　当日、会場へ　　H検索　多摩六都科学館
◆全編生解説プラネタリウム　天文ニュースで振り返る平成
平成に起きた天文現象や宇宙開発のニュースを紹介します。
と　き　５月17日（金）まで
※投影時間など、詳しくはホームページをご覧ください。
費　用　観覧付入館券…大人1000円、小人
（４歳〜高校生）400円
※小学２年生以下は保護者の同伴が必要。
定　員　234人
申込み　当日、会場へ（先着順）
問合せ　多摩六都科学館☎042（469）6100

◆親子郷土学習　紙のこいのぼり・かぶと作り
と　き　５月１日（金）〜６日（月・振休）
午前10時30分〜正午、午後１時30分〜３時
※幼児や小学校低学年向き。
◆紙芝居を楽しもう
子どもから大人まで楽しめる紙芝居の実演で
す。
と　き　５月18日（土）　午後２時30分〜３
時30分
主　催　小平紙芝居サークルともしび、小平市文化振興財団
問合せ　小平ふるさと村☎042（345）8155
◆小平糧うどん
営業日　５月３日（金・祝）、５月の土曜・日曜日
※団体予約（10人〜30人で日曜日のみ）の利用は午後１時30分以
降です。利用日の10日前までに問合せ先へ申し込んでください。
問合せ　武蔵野手打ちうどん保存普及会・江連☎042（343）5153

誰でも気軽に楽しめるニュースポーツで、気持
ちよく体を動かしませんか。
と　き　５月19日（日）　午前10時〜午後４時
ところ　市民総合体育館
内　容　ボッチャ、ユニカール（右図）、ミニ
テニス、ソフトバレー、ノルディックウォーキ
ング体験ほか
※運動のできる服装で、室内運動靴を持参。
申込み　当日、会場へ　　問合せ　文化スポーツ課☎042（346）9612

FC東京から派遣されたコーチによる親子サッ
カー教室です。
と　き　５月26日（日）　▽年中の部…午前９
時30分〜10時45分
▽年長の部…午前11時15分〜午後０時30分
ところ　東京ガス武蔵野苑多目的グラウンド
（大沼町3−14−1、FC東京小平グランド内）
※駐車場はありません。
対　象　市内在住で年中・年長のお子さんとその保護者
定　員　各30組60人（親子２人１組）　　後　援　小平市教育委員会
申込み　５月11日（土）までに、ホームページへ（申込み多数の場合は抽
選し、結果を当選者のみに連絡）　　H検索　小平青年会議所
問合せ　小平青年会議所事務局☎042（343）4855

◆間伐材でマンホールデザインコースターを
作ろう
木材を使った工作と植物の細胞を顕微鏡で観察し
ます。
と　き　５月18日（土）　午前10時〜11時30分
対　象　小学生（親子可）
定　員　30人　　持ち物　筆記用具
申込み　４月20日（土）から５月17日（金）まで
に、ふれあい下水道館へ（電話可、先着順）☎042（326）7411

ユニカール

4月8日（月）、市立小学校の新1年生の入学式が行われました。
当日は朝から雨でしたが、入学式の時間から雨がやみ、学校帰
りの校庭には元気な子どもたちの笑顔が溢れていました。

新１年生になりました


